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初めてお使いになる場合は、まず 

１．初めてお使いいただく前に（１０ページ）をご覧ください。 
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特 徴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●日付・時間は最初にセットすると 

自動で更新されます。 

  

●回転式の客先表示窓 搭載 

  

お客様に、簡単にお買い上げ金額をご案内 

することができます。 

（お客様が、簡単に金額を確認できます。） 

●１６部門 １，０００ＰＬＵ対応 

 

 お店の商品分類が １６種類使えます。 

 また、漢字やひらがなを用いて、部門 

 ＰＬＵ、担当者等の名称を登録すること 

 が出来ます。 

●別売のＳＤメモリカードと付属のソフトを

使用して、様々なことが出来ます。 

 

１. 設定をパソコンで行えます。 

２. 店名ロゴ、店名スタンプを作成できます。 

３. 各種売上データを、パソコンに取り込む 

 ことが出来ます。 

４. 設定データのバックアップが取れます。 

 

 

●消費税は「内税」「外税」「非課税」に 

対応しています。 

（内税と外税の混在は出来ません。） 

 

消費税の１円未満の端数処理も、四捨五入、 

切り上げ、切り捨ての設定が出来ます。 

 

また、合計金額の端数を、切り捨て設定 

（５円丸め、１０円丸め）も可能です。 

●簡単に領収書の発行が出来ます。 

 

＜印字例＞ 

 

 

 

 

 

 

●様々な売上集計を取ることが出来ます。 

 

・日計売上レポート 

・部門別売上レポート 

・ＰＬＵ別売上レポート 

・時間帯別売上集計レポート 

・ジャーナルレポート 

・期間１売上レポート 

・部門別（期間１）売上レポート 

・リンクＰＬＵグループ別売上レポート 

・期間２売上レポート 

・部門別（期間２）売上レポート 
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知りたいことは？ 

 

 

 

 

  

●基本的な操作とは？ 

（→２１ページ参照） モード切替スイッチの位置 

1.商品を登録する。 

2.合計を確認する。 

3.預り金を入力する。 

 

 

ドロワーが開き、レシートが出ます。 

●返品があった場合は？ 
（→２９ページ参照） 

   モード切替スイッチの位置 

●日付・時刻を設定したいときは？ 

（→２０ページ参照） 

    モード切替スイッチの位置 

●キー操作を間違えたときは？ 

 

   キーを押してください。 

●領収書を発行するには？ 
（→２３ページ参照） 

     モード切替スイッチ位置 

 

 

    キーを使います。 

●売上を確認するには？ 
（→４０ページ参照） 

    モード切替スイッチの位置 

●ロールペーパーが無くなった時は？ 
 （→ １１ページ参照） 

●閉店後の操作は？ 
（→３０ページ参照） 

    モード切替スイッチの位置 

●レシートの内容は？（→１９ページ参照） 

   

●レシートに商品名を印字するには？ 
  部門名称（→４５ページ参照） 

  PLU名称（→４７ページ参照） 

      モード切替スイッチの位置 

●エラーが表示されたときは？ 
 一覧にてエラーの内容を確認し 

 対処してください。 

（→９１ページ参照） 
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ご使用の前に 

安全にお使いいただくために 

ご使用前にこの「安全にお使いいただくために」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

ここに示した注意事項は製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や損害を未然に

防ぐものです。記載事項をお守りください。 

 

警告 人が死亡または重傷を負う恐れのある内容を示しています。 

注意 人がけがをしたり物的損害を受ける恐れがある内容を示しています。 

 

 

 

  警 告 

電源・電圧について 

100V以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足配線をしないでください。 

火災・感電の原因になることがあります。 

電源コードや差し込みプラグについて 

・電源コードを傷つけたり、無理に曲げたりしないでください。 

・電源コードは、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり、加工したり、上に重いものを乗せ 

ないで下さい。また、電源コードが本機の引き出し(ドロワー)の下を通るような配線はしない 

で下さい。電源コードが破損して、火災や感電の原因になることがあります。 

・濡れた手で差し込みプラグに触れないで下さい。感電のおそれがあります。 

内部に異物や水などを入れないで下さい 

本機の開口部から内部に、金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし 

たりしないで下さい。また、花瓶の水やジュースなどの液体を本機の内部にこぼさない 

で下さい。火災や感電の原因となることがあります。  

万一、異物や水などが本機の内部に入った場合は、直ちに差込プラグをコンセントから 

抜いて、使用しないようにして下さい。 

キャビネットは開けないでください  

・本機のキャビネットを開けないで下さい。内部には電圧の高い部分や鋭くとがった部分が 

ありますので、感電をしたり、ケガをする恐れがあります。 

・本機を改造しないで下さい。火災や感電の原因となることがあります。 
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注 意  

設置場所について  

・ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないで下さい。落ちたり倒れたり 

して、ケガの原因になることがあります。 

・湿気やホコリの多い場所に置かないで下さい。火災や感電の原因となることがあります。 

・調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気があたるような場所に置かないで下さい。 

火災や感電の原因となることがあります。 

本機の上には物を置かないで下さい 

・本機の上に、花瓶や植木鉢、コップや液体の入った容器、または金属物を置かないで下さい。  

  こぼれたり、中に入った場合、火災や感電の原因となる事があります。 

・本機の上に重い物を置かないで下さい。置いた物のバランスが崩れて倒れたり、落下して 

  ケガの原因となることがあります。 

差し込みプラグを抜くときは 

差し込みプラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないで下さい。コードが傷つき、火災 

や感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜いてください。 

移動する場合は 

本機の移動は、必ず差込プラグをコンセントから抜いて行ってください。電源コードを引っ 

張ると、コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

長時間ご使用にならないときは 

連休等で、長期間本機をご使用にならないときは、安全のために差し込みプラグをコンセント 

から抜いて下さい。 

ドロアー（引き出し）の注意 

ドロアー（引き出し）が開く際、お子様の顔等に当たらないよう、ご注意下さい。ケガの原因 

となることがあります。 

消耗品交換時の注意 

・記録紙交換等の際に、プリンタのギアに髪の毛やスカーフ等が巻き込まれないよう、ご注意 

下さい。ケガの原因となることがあります。 

・プリンタの印字部分やモーター部分には触れないで下さい。ケガやヤケドの原因になる事が 

あります。 
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お願い（必ず守ってください） 
 

設置上のお願い 
 

直射日光の当たる所や、湿度の高い所、 

水を使う所には設置しないでください。 

変色、変形、故障の原因になります。 

 

 

お手入れの方法 
 

お手入れには乾いた柔らかい布をご使用ください。 

揮発性の液体（ベンジン、シンナーなど）は 

使用しないでください。変色、変形の原因に 

なります。 

 

あらかじめご承知いただきたい事項 

 ※1．本書の内容は、製品の改良 仕様変更などによって、予告無く変更する事があります。 

 ※2．本製品の使用、故障・修理などによるデータの消失、変化に原因の伴う損害等、第三者 

   よりのいかなる請求につきましては、弊社は責任を負いかねます。 

 ※3．本書記載のレシート、ジャーナル、領収書、画面や本体のイラストなどは、実際の製品と 

   異なる場合がございます。（簡略化して記載している物もございます。） 
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<付属品を確認する> 
 

本製品には、以下の付属品があります。ご確認下さい。 

 

・ドロアー鍵２本 

・プリンタカバー鍵 ２本 

・モード鍵 ６本セット（３種類各２本） 

   ・オペレーター鍵（ＯＰと刻印） 

 

 

 

   ・マネージャー鍵（ＭＡと刻印）     ・オーナー鍵（ＯＷと刻印） 

 

 

 

 

・ジャーナル巻き取りホルダー１個     

                     

 

 

 

 

・ロールペーパー２個 

                     ※ロールペーパーのセット、交換方法は 

                      １１ページをご参照下さい。 

 

 

・ＣＤ-ＲＯＭ（ＳＤカード用アプリケーション） 

                       

                       

 

 

 

 

・取扱説明書類（1冊 ）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取扱説明書 
店名ロゴ 

 注文書 
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初めてお使いいただく前に  
 

＜設置の手順＞ 

1. 梱包箱から本体、付属品を取り出し、全て揃っているかを確認します。（→ ９ページ参照） 

 

2. 本体を設置します。 

 

本体及び付属品を箱から取り出した後、本体についている 

保護テープを全て取り外します。 

本体を設置場所（水平なところ）に置き、 

差し込みプラグを家庭用100Vコンセントに完全に 

差し込みます。 

 

 

3. ロール紙をセットします。 （→ １１ページ参照） 

 ※レシート側、ジャーナル側ともにセットしてください。ロール紙がセットされていない場合は 

  E13エラー（紙無し）が出て、正常に動作しません。 

 

4. モード―キーを設定に合わせて、各種設定を行います。 

 

OW鍵（オーナー鍵）をモードスイッチに差し込み、 

「設定」に合わせます。 

                      

 

              OW鍵  

 

  

 ・日付と時刻を合わます。 （→ ２０ページ参照） 

 

※必要に応じて、消費税の計算の仕方やそのほかの設定を行います。（→ ４４ページ以降参照） 

 

推奨：ＳＤメモリカードに設定データを保存しておくと、トラブルが起きたときに 

設定データを直ぐに戻すことが出来ます。 

 

5.  これでレジスターをご使用頂けます。 

  

注意：本記は設定情報を保護するための電源に、充電式電池を使用しております。 

   はじめてお使いの時、長期間使っていない（電源を入れていない）時は、充電が不十分の 

場合がございます。充電の為、一日ほどコンセントを差したままにしてご使用ください。 
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<ロールペーパー（レシート・ジャーナル用紙）の取り付け方> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     ※正しいロール紙の向き 

                                               裏向きは印刷されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙取り付けの際のご注意 
●本機は必ずロールペーパーを取りつけてご使用 

ください。用紙を取りつけないと、動作しません。 

●ロールペーパーは、感熱紙 幅58㎜×径80㎜ 

 以下のサイズの物をご使用ください。指定規格外の 

 ものをご使用になると、故障の原因となることが 

あります 

●ロールペーパーは、日光に当たらない場所で保管 

してください。 

プリンタカバーを開けます。 左側のスイッチを押し、アームを上に

上げます。 

ロール紙をセットします。 

（向きに注意してください。） 

ロール紙をアームで挟み閉じます。 

(カチッと音がするまで押します。) 

プリンタカバーのレシート用紙口か

ら引っ張ったロール紙を出し、カバー

を閉めます。 

余ったロール紙を切り取って完了 

です。 

プリンタカバーを開けます。 右側のスイッチを押し、アームを上に

上げます。 

ロール紙をセットして引っ張った部分

をアームに挟み閉じます。 

巻き取りホルダーにロール紙を巻付

けてセットします。 

プリンタカバーを閉めて完了です。 

※用紙がたるんでいる場合は、「ジャ

ーナル送り」ボタンを押してたるみ

を取ってください。 
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<店名ロゴ（電子店名スタンプ）の設定> 
 

このレジスターでは、レシート上部、領収書の決められた位置に「店名ロゴ」を印刷することが 

出来ます。店名ロゴデータの作成は、有償サービスとなります。別紙 店名ロゴ作成注文書に必要 

事項をご記入の上、FAXもしくは郵送にてお申込みください。 

ご注文後、店名ロゴデータの入ったＳＤカードをお届けいたします。 

それを使用し、下記手順に従って店名ロゴの設定を行ってください。 

※ 店名ロゴは、製品添付の ＣＤ-ＲＯＭ内「ＰＣ-ＴＯＯＬ」でも作成できます。 

 

＜手順＞ 

 

１．モード切替キーを「ＯＦＦ」に合わせます。          

 

 

２．本体右側のＳＤカードスロットカバーを外します。 

   

  ※カバー中央の上部にある「切りかき」に指を引掛けて 

   外すことが出来ます。ドライバーなどを使用すると、 

   本体が傷ついたり、故障の原因となるおそれがあります。 

 

 

３．ＳＤカードを挿入します。シール面が上になる向きで、 

カチッと音がするまでしっかり奥まで押し込んでください。 

 

   ※ＳＤカードを外すときは、もう一度カチッと音がする 

 まで奥まで差し込むと取り出せます。 

   ※ＳＤカードの金属端子部分には触れないで 

ください。読取りエラーや故障の原因となる 

    おそれがあります。 

  

４．ＳＤカードスロットカバーを閉めます。 

  カチッと音がするまでしっかりと閉めてください。 

 

 

５．モード切替キーを「設定」に合わせます。 

 

 

 

６．本体キーボードを、以下の順番で押せば、店名ロゴの設定は完了です。 

 

   

 

※設定作業後も、ＳＤカード内のデータは残っております。本体リセットスイッチを行う、電源プラグ

をコンセントに接続していない状態で設定保持用充電池が無くなった場合等、設定データは消えてしま 

 います。その場合、再度店名ロゴの設定作業が必要となりますので、大切に保管してください。 
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<各部の名称> 
 

＜本体＞ 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドロアー(引出し)  

ドロアー錠 

プリンタカバー 

表示窓 

 客先表示窓  

キーボード 

モード切替スイッチ 

ジャーナル印字確認窓 

 レシート発行窓  

コイントレイ 

札押 

仕切り板  

ＳＤカードスロット 

プリンタカバー錠  
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＜モード切替スイッチとモード鍵＞ 

 レジスターには、それぞれ動作の違う６つのモードがあります。付属のモード鍵を使用して 

モードスイッチ位置の切り替えを行います。 

 OW鍵（オーナー鍵）、MA鍵（マネージャー鍵）、OP鍵（オペレータ鍵）では、出来る事の 

範囲が違います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

設定 レジスターの様々な設定を行う（４４ページ以降参照） 

戻し 戻しをする（２８ページ参照） 

OFF レジを使用しない（電源を切る） 

登録 売上の登録を行う（２１ページ以降参照） 

点検 売上の点検を行う（４０ページ以降参照） 

精算 売上の精算を行う（３０ページ及び、４０ページ以降参照） 

 

モード鍵 
モード鍵は３種類あります。 

それぞれの鍵で、廻せる範囲が異なります。 

どの鍵でも「OFF」と「登録」の位置で抜き差しが可能です。 

 

              モード鍵使用範囲 

①OW鍵（オーナー鍵）      

        

 

 

 

 

②MA鍵（ﾏﾈｰｼﾞｬｰ鍵）③OP鍵（オペレータ鍵） 
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＜キーボード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●レシート送りキー   レシート用紙を空送りします。 

 

●ジャーナル送りキー  ジャーナル用紙を空送りします。 

 

●万券キー        万円札を預かった時に使います。 

 

●出金キー        出金時に使います。 

 

●入金キー         入金時に使います。 

 

●金額キー         設定された単価以外の単価で、PLU登録を行う際に使います。 

 

●％＋キー         割増し時に使います。 

 

●％－キー        割引き時に使います。 

 

●PLUキー        PLUを使って登録する時に使います。 

 

● － キー        値引き時に使います。 

 

●戻キー        返品処理に使用します。 

 

●X/日時キー      乗数登録時に使用します。 

             日付・時刻を表示します。 

 

●レシート発行キー     後レシートを発行します 

            レシートを発行（on）/停止（off）します。 

 

●訂正キー        売上の訂正時に使用します。 
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●Ｃキー（クリアキー）  入力を間違えたときに使います。 

              エラーの解除に使います。 

 

            ●置数キー    数値を入力します。 

                   

 

      

         ●小数点キー       小数点以下の売上登録をするときに使います。 

 

    ●領収書キー              領収書を発行します。 

 

    ●非課税キー       売上登録を非課税で行う時に使います。 

     

    ●担当者キー       担当者を切り替える時に使います。 

 

 

          ●部門キー    商品登録時に使用します。（２１ページ以降参照） 

                  各名称を登録する時に使います。（６９ページ以降参照） 

 

    ●強制解除キー      取引の強制終了時に使います。 

                 全てのエラーを、無条件で解除します。 

                 （その際の取引データは、一旦売上データに加算されます） 

 

    ●＃キー          メモ印字を入力する時に使います。 

  

    ●替キー          両替するときに使います。 

 

              

  ●掛売キー        掛売りの売上時に使います。 

 

     ●信キー           クレジットカードでの売上時に使います。 

 

    ●券キー           商品券での売上時に使います。 

    

●小計キー        登録金額の税込合計（中間合計）を見るときに 

使います。 

 

   ●現預キー        現金での売上登録時、および預り金の時に使います。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

～ 

～ 

～ 
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＜表示窓・客先表示窓＞ 

※ 本体表示窓  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示内容（客先表示窓 一部共通） 

 

  部門   : １～１６の部門が表示されます。 

  リピート : リピート登録の回数が表示されます。※10回以上の時は、下一桁だけ表示 

  金額   : 金額が表示されます。 

      : 設定モード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

       : 戻しモード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

                 

           : 登録モード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

       : 点検モード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

       : 精算モード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

      : レシートOFFモード時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

      : 小計キーを押した時に点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

      : 釣銭を表示するときに点灯します。（操作側の表示窓のみ） 

 

 Ｅ０１～Ｅ２５：エラーメッセージです。 （９１ページ参照） 

 ＣＬ  ：担当者コードの入力が必要な時に表示されます。（３３ページ参照） 

 Ｃ   ：釣銭を表します。 

 ＣＡ  ：現金での売上登録を表します。 

 Ｃｄ  ：「信」キー（キャッシュカード）での売上登録を表します。 

 Ｃｈ  ：「貸」キー（掛売り）での売上登録を表します。 

 Ｃｏ  ：「券」キー（商品券）での売上を表します。 
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<一日の仕事の流れ> 
 

開店前         

 

●差し込みプラグがコンセントに完全に差し込まれているかどうか確認します。 

●ロールペーパーが充分にあるかどうか確認します。充分にない場合は交換します。 

 （→ １１ページ 参照） 

●モード切替スイッチの位置を「登録」にして、開店前に日付と時間を確認します。 

（→３３ページ 参照） 

●釣銭用の現金をドロアーに用意します。 

 （→３３ページ 参照） 

 

営業中         

 

●商品の売上を登録します。   

 （→２１ページ 参照） 

●必要に応じて売上の確認をします。 

 （→４０ページ 参照） 

 

閉店後         

 

●一日の売上を打ち出します。（→３０ページおよび４０ページ以降 参照） 

●ドロアー内のお金を取り出す。 

●モードスイッチをOFFにします。 
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<レシートの見方> 
 

●レシートとジャーナルに印字される内容は店名ロゴ、ヘッダーメッセージ、フッターメッセージ、 

訂正、直前訂正等を除き、ほぼ同じ内容です。 

●レシートが必要ない場合は「レシートON/OFF」キーを押してレシート発行を停止することが 

できます。（→６１ページ 参照） 

 

＜レシート＞ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
  

「店名ロゴ」がここに入ります。 

注意：店名ロゴは、領収書にも印字されます。 

    お店の住所、連絡先など 

ヘッダーメッセージ：５行 半角３６文字（全角１８文字）まで 

          設定できます。 

    
日付 時刻 

担当者 

部門名称 

PLU名称 

一連番号＃レジスター番号 

単品商品(内税) 

乗数登録 
PLU登録 
値引き 
非課税商品 

割引 

登録合計 

割増 

内税額 

非課税計 

内税込み額 

おつり 

預かり金 

合計 

お買い上げ点数 

メモ印字：会員番号等のメモにお使い頂けます。（３８ページ参照） 

フッターメッセージ：５行 半角３６文字（全角１８文字）まで 

          設定できます。 

「店名スタンプ」がここに入ります。 

屋号（会社名）、ご住所、ご連絡先を登録しておくと 

此方に記載されます。 
 

 

 

 

 

 ************************************ 

 *                                  * 

*  お買い上げありがとうございます  * 

*                                  * 

************************************ 

                                         

2000年01月01日       09時57分 

ﾁｰﾌ             000001 #0001 

1234567890＃ 

部門01              \5,780 

部門02 

    15 x @360        \5,400 

 PLU#00000000000002       \500 

 値引             \－100 

 部門03 非            \300 

部門01             \520 

割引             -5.00% 

                                \-26 

部門01             \500 

割増             10.00% 

                                 \50 

小計                \7,024 

税対象額              \6,724 

 税                        \336 

 非課税合計           \300 

合計           ￥７，０２４ 

  現金          ￥１０，０００ 

 お釣り         ￥５，０００ 

 

  商品点数     1 

************************************ 

*     CLOVER ELECTRONICS CO.,LTD   * 

************************************ 
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<日付と時刻を合わせる> 
 

日付を設定する 

＜手順＞ 

①モード切替スイッチを「設定」にします。 

②日付を西暦（６桁）で入力し、    キーを押します。 

   

注意 年は西暦の下２桁を入力します。  （２０１３→１３） 

   月、日はそれぞれ２桁で入力します。（１～９ → ０１～０９） 

＜例＞ ２０１３年３月１５日に設定する 

      

 

時刻を設定する 

＜手順＞ 

①モード切替スイッチを「設定」にします。 

②時刻を２４時間制（４桁）で入力し、   キーを押します。 

 

注意 時刻は２４時間制で入力します。（００～２３） 

   時、分はそれぞれ２桁で入力します。（１～９ → ０１～０９） 

＜例＞午後３時０５分に設定する 

      

 

 

<消費税を設定する> 
 

消費税設定は初期設定で内税５％に設定されています。（商品金額に消費税５％が含まれている方式） 

内税方式の店舗は設定変更の必要はありません。 

非課税設定・外税設定・課税/非課税混合設定が必要な店舗は設定を変更してください。 

 

① 内税方式・・・・・・   このままご使用いただけます。 

 

② 非課税方式・・・・・   部門、PLU設定の消費税設定を、部門毎に変更してください。 

                  （４５ページ 、４８ページ参照） 

③ 外税方式・・・・・・    消費税設定を、外税に変更してください。 

                  （５８ページ 参照） 
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使い方  
２－１：基本的なレジの操作 
 

＜本書の例について＞ 

本書では「税率５％の内税方式（小数点以下四捨五入）」の場合を例に説明にしています。  

非課税方式・外税方式もしくは内税/外税/非課税混在方式の場合は、操作方法は変わりませんが印字例

が変わります。 

 

    モード切替スイッチの使用位置を「登録」に合わせます。 

 

    ※担当者機能を使用する場合は、 ３３ページをご確認ください。 

 

 

 

 

●ドロアーを開ける/両替を行う                     

ドロアーを開けるのと両替するのとは同じ操作になります。 

 

１：       を押します。ドロアーが開きます。 

 

 

●１品の商品をお買い上げのとき                               単品登録 

＜例＞ 

単価 数量 部門 預かり金 

￥５００ １ １ ￥１，０００ 

    

１：商品の単価と部門キーを押します。 

●キー操作           ●レシート印字例 

      

  

 

２：小計キーを押します。 

 

     

 

 

３：預かり金額を押して、「現預」キーを押します。 

 

 

      

 

 

 

   

2000年01月01日       09時54分 

           000002 #0000 

 

部門01                \500 

小計                  \500 

税対象額                \500 

 税                          \24 

  合計              ￥５００ 

  現金            ￥１，０００ 

 お釣り           ￥５００ 

  商品点数     1 
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●２品以上の商品をお買い上げのとき                      複数登録 

＜例＞ 

単価 数量 部門 預かり金 

￥５００ １ １ 
￥２，０００ 

￥８００ １ ２ 

 

１：商品の単価と部門キーを押します。商品の数だけ操作を繰り返します。 

 

 

   

         

 

    

２：商品を全て入力したら、小計キーを押します。 

 

 

 

３：預かり金額を押して、「現預」キーを押します。 

 

 

 

 

●同じ商品を複数お買上の時                       リピート・乗数登録 

＜例＞ 

単価 数量 部門 複数登録 

￥５００ ２ １ リピート登録 

￥２００ １２ ２ 乗数登録 

 

１：商品の単価と部門キーを押します。直後 登録した部門キーを押すと、同じ登録を繰り返します。 

 

                      （１回目登録） 

   

 続けて  キーを押します。  （２回目登録）     

   

２：商品の数量、「X/日時」キー、単価、部門キーの順に押します。 

 

   

 

 

３：預かり金額を押して、「現預」キーを押します。 

 

 

   

2000年01月01日       09時55分 

           000003 #0000 

 

部門01                \500 

部門02              \800 

小計                 \1,300 

税対象額               \1,300 

 税                          \62 

  合計            ￥1，３００ 

  現金            ￥２，０００ 

 お釣り           ￥７００ 

  商品点数     2 

  

 

                    

                 

               ・ 

        ・ 

        ・ 

部門01                \500 

部門01                \500 

部門02              

    12 x @200        \2,400 

        ・ 

         ・ 

               ・  
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●領収書を発行する                               領収書発行 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

上記登録の後に領収書を発行する。 

 

   

 

ｚｚｚｚ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単価 数量 部門 預かり金 

￥１９，８００ １ １ 

￥７０，１００ 
￥２，３００ ５ ２ 

￥３，８００ ５ １ 

￥１６，８００ １ １ 

注） 

●領収書を発行する場合は、領収書に店名を自分で記載

するか、店名ロゴの作成も可能です。 

レシート上部に印刷される、店名ロゴと共通です。 

お客様名 

領収書中の税額 

但し書き記載欄 

押印欄 

一連番号 

 

   

2000年01月01日       09時57分 

           000004 #0000 

 

部門01             \19,800 

部門02                

    5 x @2,300       \11,500 

部門01                

    5 x @3,800       \19,000 

部門01             \16,800 

小計                \67,100 

税対象額              \67,100 

 税                      \3,195 

  合計          ￥６７，１００ 

  現金          ￥７０，１００ 

 お釣り         ￥３，０００ 

  商品点数    12 

  

 

                    

                   

店名ロゴ印字箇所 

収入印紙欄 
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●金額指定の領収書を発行するとき                       金額指定領収書発行 

＜例＞ 

5,000円の領収書を発行する。 

 

 

 

 

 

 

 

●内訳、税額は印字されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜領収書発行時のご注意＞ 

●領収書を発行する場合は、高保存タイプのロールペーパーをおすすめします。 

●感熱紙（サーマル用紙）は通常用紙に比べ吸湿性に劣るため、収入印紙貼付後や押印後は、 

すぐ擦ったりしないでください。 

●感熱紙は光などにさらすと印字文字がうすくなり見えにくくなります。 

ペーパーの保存には注意が必要です。 

●お客様には汚れ防止と光を遮るため、印刷面を内側にして二つ折りにし領収書をお渡しください。 
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２－２：操作を間違えたとき 
 

金額や数量をレジスターに入れるために ０～９、00 の数字を置くことを「置数」と言います。 

置数はレジスターの表示窓に表示されているだけで、まだ内部に記憶されていません。 

また、Ｃ キーを押したときの数量も記憶されていません。 

置数のあとに部門キーなどの命令キーを押すと、そのときの金額が記憶されます。 

記憶に入る前の数値は、Ｃ キーで取り消します。 

記憶に入ってしまった金額は、訂正キーで取り消します。 

 

●部門・取引キーを押す前の訂正                            置数訂正 

＜例＞ 

 

① 

② 

③ 

 

 

①単価を押し間違えた。 

 

 

       ⇒ 

 ← 間違い →  クリア       ←  単価  →  部門 

 

②単価を入れて（数量を間違えて）    キーを押してしまった。 

 

 

       ⇒ 
←間違い →  クリア                数量  X  ← 単価 →   部門 

 

③乗算で単価を間違えた。 

 

     

        ⇒ 

     ←  間違い →  クリア     数量  X   ←  単価   →    部門 

 

④預かり金額を間違えた。 

 

 

           ⇒ 
     ← 間違い   →  クリア           小計   ← 預かり金  → 確定 

 

単価 数量 部門 預かり金 

￥１５０ １ １ 

④￥２，０００ ￥２００ ４ ４ 

￥１０５ ８ ２ 
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●部門キーを押したあとの訂正                             直前訂正 

 

●部門キーを押した直後は 訂正キーで訂正できます。 

＜例＞ 

 

① 

② 

                          

①単価を押し間違えて部門キーを押してしまった。 

 

              ⇒ 

 ←   間違い  →  訂正 

 

②乗算で単価を間違えて部門キーを押してしまった。 

 

                 ⇒ 

       ←     間違い    →  訂正 

 

   

   

 

●売上途中でお客様が登録した商品を買うのをやめた                   指定訂正 

 

●前に登録した商品は部門キーを押した後は 訂正キーで訂正できます。 

＜例＞ 

 

① 

② 

③ 

 

    ⇒      

                  

 

 

 

①の取り消し  

 ※一旦 Ｃ キーを押し、訂正 キーを押した後、訂正したい内容を再度 登録します。 

 

 

        
 

 

単価 数量 部門 預かり金 

￥２０５ １ １ 
￥１，０００ 

￥３４０ ２ ２ 

単価 数量 部門  預かり金 

￥２００ １ ２ 買うのを中止された 

￥１，０００ ￥２０５ １ １  

￥３４０ ２ ２  



27 

 

●登録途中の取引を中止する                                   全登録訂正 

 

●そのレシートを最初からやり直したいときは、小計後 訂正キーで取引を中止できます。 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

                                           ⇒ 

  

 

         

  

 

 ※レシートは発行されません。 ジャーナルに「全登録訂正」と印字されます。 

 ※売上データに残りません。 

 

●取引を強制的に中止する                                   強制終了 

 

●登録中にエラーが出たときなど、登録途中の取引を強制的に中止できます。 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

                                           ⇒ 

  

 

         

 

 

※ 強制終了された取引内容は、一旦「現金」での売上として登録されます。  

   戻しモードで同じ登録を行うと、売上データはクリアされます。（→２８ページ参照） 

 ※ 該当取引のレシート、ジャーナルには「強制終了＞＞＞」と印字されます。 

 ※ Ｅ13（紙無し）以外のエラーは、解除できます。 

 ※ 強制終了を取り止めたい場合は、   キーを押した後、   キーを押してください。 

    

 

 

  

単価 数量 部門 預かり金 

￥２５０ １０ １ 
― 

￥５００ １ ２ 

単価 数量 部門 預かり金 

￥２５０ １０ １ 
― 

￥５００ １ ２ 
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２－３：返品とレシート発行後の訂正（戻し） 

 

売り上げた商品の売上を戻すときの操作を説明します。 

戻しとは、      キーを押してから間違いに気がついたときに、その売上を戻すことです。 

 

          モード切替スイッチの位置を「戻し」に合わせます。 

 

 

 

 

 

 

＜例＞ 

以前に売り上げた商品の返品を処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

注）戻しモードが終わったら、モード切替スイッチを 

「登録」の位置まで戻してください。 

 

 

 

 

 

 

   

※ 分割処理（現金と商品券などを組み合わせて売上げする）でも、行えます。 

※ 戻しモードで戻し入れされた物は、精算レポートの「返品」の項目には 

合算されません。 

 

 

 

 

●売り上げた商品の売上を戻す                           戻しモード 

単価 数量 部門 戻し金 

￥２５０ １ １ 
現金 

￥３４０ ２ ２ 

 

--- 戻し --- 

2000年01月01日       09時57分 

担当01           000011 #0001 

 

 

部門01               \250 

部門02 

    2 x @340         \680 

小計                  \930 

税対象額                \930 

税                        \44 

合計                   ￥930 

  現金             ￥９３０ 

  商品点数     3 
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●売り上げた商品を返品する                               戻しキー返品 

 

売り上げた商品の売上を返品する操作を説明します。 

現在売り上げている商品の返品は、モード切替スイッチを「登録」のまま  戻し キーを使い 

返品処理を行います。 

 

   モード切替スイッチを「登録」に合わせます。 

 

 

 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←部門         の返品処理→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「戻」キーにて返品処理された物は、精算レポートに「返品」として集計されます。 

 

 

 

 

 

 

 

単価 数量 部門 戻し金 

￥２０５ １ １ 

現金 
￥３２０ ２ ２ 

￥３４０ １ ２ 

返品処理→￥３４０ １ ２ 

   

2000年01月01日       09時57分 

担当01          000001 #0001 

 

部門01               \205 

部門02 

    2 x @320          \640 

部門02             \340 

返品 

部門02            \-340 

小計                 \845 

税対象額                \845 

 税                         \40 

  合計             ￥８４５ 

  現金             ￥８４５ 

  商品点数     5 
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２－４：閉店後の操作 
 

●一日の売上を打ち出す                                  日計売上の精算 

閉店後には一日の売上を精算します。 

一日の売上の精算をすると、日付、各種設定内容および精算回数以外の印字内容がクリアされます。 

精算するときは、モード切替スイッチを「精算」の位置にあわせます。 

 

 

    モード切替スイッチを「精算」に合わせます。 

 

 

●モード切替スイッチを「精算」に合わせ、          の順で押します。 

 

日計総売上レポート 印刷例 
 
   

 
  

 
                       ※ 印刷の内訳は、 ４１ページを参照。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               ※ 印刷の内訳は、 ４１ページを参照。 
 
 
                                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●部門合計に割引、値引は計算されます。 
例 

 
 
 
 
 

   部門１売上金額 １，５００円 
   部門2売上金額 １，５００円 

  

単価 数量 部門 値引き金額 

￥１，５００ １ １  

￥２，０００ １ ２ ５００円 

************************************ 

*     部門別売上レポート      *   

************************************ 

Ｚ１               

2007年07月20日      PM09時20分 

部門Ｇ１ 

部門０１            24.000 

                 \1,560 

       ・ 

       ・ 

部門Ｇ合計            \22,345 

------------------------------------ 

全部門合計           \128,970 

************************************ 

*      日計売上レポート      * 

************************************ 

Ｚ１               0001 

2007年07月20日      PM09時21分 

総売上合計          \3,875,322 

純売上合計          \3,761,034 

       ・ 

       ・ 

       ・ 

------------------------------------ 

担当者０１   22        \71,075 

担当者１４   9        \57,895 

 

部門別売上レポート 

 

日計売上レポート 
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便利な使い方  
３－１：部門キーの便利な使い方 
 

    モード切替スイッチを「登録」に合わせます。 

 

 

 

 

●部門キーに設定してある商品のお買い上げの場合            設定単価での登録 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

        （単価設定済み部門キー） 

 

 

 

 

 

    （単価設定済み部門キー） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

●部門キーに単価が設定されていても、単価を入力してから部門キーを押すと、設定されている単価は

消えることなく、入力された単価で登録されます。この場合、設定されている単価は消えません。 

●部門キーへの単価設定は、設定モードで出来ます。（４５ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

単価 数量 部門 預かり金 

￥１，９８０（部門キーに設定済み） １ １ 

￥４，０００ 
￥２００ １ ４ 

￥５００ １ ２ 

￥２８０（部門キーに設定済み） ３ ２ 
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３－２：ＰＬＵの便利な使い方 
 

PLU（プライス・ルック・アップ）とは、あらかじめ設定された商品番号（PLU番号）ごとに商品単価

や商品名を記憶させることにより、番号を入力するだけで商品登録を行うことができる機能です。 

PLU登録は、PLU番号を押して 「PLU」 キーを押すだけで可能です。 

登録されたPLUは、その金額と個数が各PLUに蓄積されていきますのでPLUごとの売上状況をつかむ

ことができます。PLUは全部で1,000個あります。 

 注）あらかじめ商品単価と商品名を各PLUに登録する必要があります。 

→PLUへの商品単価の登録は、設定モードで行えます。（４８ページ参照） 

→PLUへの商品名の登録は、設定モードで行えます。（４７ページ参照） 

 

 

●PLUに登録してある商品のお買い上げの場合                    PLU登録 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

PLU番号 

 

 

 ← 数量 →  Ｘ PLU番号 

 

 

←   金額    →   PLU番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単価 数量 PLU番号 預かり金 

￥２，９８０（単価設定済み） １ PLU NO.４ 

￥１０，０００ ￥２５０（単価設定済み） １０ PLU NO.３ 

￥１，０００（設定外の単価） １ PLU NO.１ 
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３－３：各キーの便利な使い方 

●時刻と日付を表示する                           時刻・日付表示 

 

●モード切替スイッチが「登録」か「戻し」の位置で「×/日時」キーを押すと時刻が 

表示されます。（登録途中では表示できません。） 

●表示後登録または戻し作業に戻るときは「Ｃ」キーで戻ります。 

＜例＞     

 ２００８年４月１日 午後 ３時１５分      

                    

   [２００８－０４－０１]・・・日付表示 

 

  [１５－３０]・・・時刻表示（２４ 時間表示） [Ｐ０３－１５]・・・（１２時間表示） 

                                  

●売上とは関係ない現金をドロアーに入れる                            入金 

釣銭用の現金、つけの入金などがあった時には、金額の後に  入金 キーを押します。 

 

＜例＞ 

釣銭用として５，０００円入れる。 

 

 

 

 

●売上とは関係ない現金をドロアーから出す                              出金 

売上の回収、新聞代などの支払いなどがあった時には、金額の後に  出金 キーを押します。 

 

＜例＞ 

ドロアーのお金を途中で10万円回収する。 

 

 

 

 

●担当者機能をつかう                                    担当者 

担当者機能を使う場合は、取引を始める前に  担当者 キーを押します。 

※担当者を切替える場合も同様です。 

画面左に 「ＣＬ」と表示されている事を確認してください。  

 

続けて、担当者コード（４桁の数字）を入力し、「現預」キーを押します。 

※ログインが成功すると、画面左の「ＣＬ」表示が無くなります。 

 

※初期設定は、担当者機能が無効になっています。 

必要に合わせて、機能を有効にしてください。 （→６２ページ参照） 

 

   

2000年01月01日     AM09時57分 

担当者01            000001 #0000 

 

入金          ￥５，０００ 

   

  

 

                    

                   

   

2000年01月01日     AM09時58分 

担当者01          000002 #0000 

 

出金         ￥１００，０００ 
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●それぞれの商品で値引きを行う                          商品値引 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←値引き金額→ 値引キー 

 

 

 

 

 

●消費税計算は登録した商品に従います。 

部門など売上集計に集計されます 

●値引キーに設定した値引き額および、値引金額を入力しての登録が可能です。 

→    キーへの値引額の設定は、設定モードで行えます。（→５４ページ参照） 

●それぞれの商品金額から割引きを行う                          商品割引 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

（設定済）割引５％ 

 

 

    

          

← ８．５％割引 →←割引登録→ 

 

 

 

●割引キーに設定した割引率および、割引率を入力しての登録が可能です。 

→    キーへの割引率の設定は、設定モードで行えます。（→ ５３ページ参照） 

・消費税計算、売上集計は商品値引きと同じです。 

単価 数量 部門 値引き金額 預かり金 

￥１，５００ １ １ ３００円（値引に設定済み） 
￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ ５００円 

単価 数量 部門 割引率 預かり金 

￥１，５００ １ １ ５％（割引に設定済み） 
￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ ８.５％ 

         ・ 

         ・ 

        ・ 

部門01             \1,500 

値引              \-300 

部門02            \2,000 

値引              \-500 

小計                \2,700 

税対象額              \2,700 

 税                       \135 

  合計           ￥２，７００ 

  現金           ￥５，０００ 

 お釣り         ￥２，３００ 

  商品点数     2 

  

 

                    

                   

         ・ 

         ・ 

         ・ 

部門01                \1,500 

割引              -5.00% 

                                \-75 

部門02                \2,000 

割引              -8.50% 

                               \-170 

         ・ 

         ・ 

         ・ 

                    

                   

値引キー 

(設定済み金額の値引) 
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●それぞれの商品金額に割増を行う                                   商品割増 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

（設定済）割増５％ 

 

 

    

          

← ８．５％割増 → 

 

 

 

●割増キーに設定した割増率および、割増率を入力しての登録が可能です。 

→    キーへの割増率の設定は、設定モードで行えます。（→ ５３ページ参照） 

・消費税計算、売上集計は商品値引きと同じです。 

 

●合計金額から値引を行う                                    小計値引 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

     ●必ず「小計」を押します。 

 

                

←値引き金額→ 値引キー 

 

 

 

 

●値引額は登録した各税種（課税・非課税）で 

按分処理されます。 

単価 数量 部門 割引率 預かり金 

￥１，５００ １ １ ５％（割増に設定済み） 
￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ ８.５％ 

単価 数量 部門 値引額 預かり金 

￥１，５００ １ １ 
５００円 ￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ 

         ・ 

         ・ 

         ・ 

部門01                \1,500 

割増              5.00% 

                                \75 

部門02                \2,000 

割増               8.50% 

                                \170 

         ・ 

         ・ 

         ・ 

                    

                   

         ・ 

         ・ 

        ・ 

部門01             \1,500 

部門02            \2,000 

小計                \3,000 

値引              \-500 

         ・ 

         ・ 

        ・ 
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●合計金額から割引を行う                                     小計割引 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ●必ず「小計」を押します。 

 

                

←割引率→←割引登録→ 

 

 

 

●割引額は登録した各税種（課税・非課税）で 

按分処理されます。 

 

 

●合計金額から割増を行う                                     小計割増 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ●必ず「小計」を押します。 

 

                

←割増率→ ←割増登録→ 

 

 

 

●割増額は登録した各税種（課税・非課税）で 

按分処理されます。 

 

単価 数量 部門 割引率 預かり金 

￥１，５００ １ １ 
１０％ ￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ 

単価 数量 部門 割引率 預かり金 

￥１，５００ １ １ 
１０％ ￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ 

         ・ 

         ・ 

        ・ 

部門01             \1,500 

部門02            \2,000 

小計               \3,000 

割引             -10.00 

             \-300 

         ・ 

         ・ 

        ・ 

  

         ・ 

         ・ 

        ・ 

部門01             \1,500 

部門02            \2,000 

小計               \3,000 

割増              10.00 

              \300 

         ・ 

         ・ 

        ・ 
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●万券キーを使う                                     万券 

 

万券キーは預かり金や、金額登録に使えます。 

＜例＞ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※レポートの万円集計は、入金時、出金時、現預キーでの支払い時に使用した時に集計されます。 

 

●必要に応じてレシートを発行する                           レシート発行 

 

レシートON/OFFキー   をOFFにしているときでも、   キーを押すとレシートを発行すること

が可能です。 

＜例＞ 

レシートキー「OFF」で下記登録時にレシートを発行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●レシート後発行は登録直後に可能となります。 

●レシートONの状態でもレシート発行キーにて、レシートの再発行が可能です。  

          

単価 数量 部門 預かり金 

￥１０，０００ １ １ 
￥５０，０００ 

￥３５，５００ １ ２ 

単価 数量 部門 預かり金 

￥１，５００ １ １ 
￥５，０００ 

￥２，０００ １ ２ 
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●売上に関係ない数字を印刷する                                 メモ印字 

 

売上に関係しない数字を、メモとして印字することが出来ます。 

（１４桁までの 会員番号、カルテ番号等のメモ書きに使用できます。） 

 入力方法：メモ番号（：数字０～９９９９９９９９９９９９９９）を 

 入力後、       キーを押して下さい。  

  

   メモ印字 印刷例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 入力直後は印字されず、次の印字時に印字されます。 

※ メモ番号入力後に売上登録を行った場合、各取引行の右上部に印字されます。 

※ メモ番号入力を連続で行った場合、最後に入力した物が有効になります。 

※ メモ番号入力後に、売上登録をせずに締め操作を行った場合、合計の下に印字されます。 

 ※ 万券キーでの入力は出来ません。 

 ※ 両替の際のレシートにも、印字できます。 

 

●非課税で売上げる                                非課税売上 

 

 課税で設定されている部門、ＰＬＵの商品を、非課税キーを使用して、非課税で売上登録を 

行うことが出来ます。 

 

入力方法：非課税売上登録を行う際は、その都度    キーを押した後に売上登録を 

行ってください。 

 

 

 

  

 

 ************************************ 

 *                                  * 

*  お買い上げありがとうございます  * 

*                                  * 

************************************ 

                                         

2000年01月01日       09時57分 

ﾁｰﾌ             000001 #0001 

 

1234567890＃ 

部門01             \31,500 

小計               \31,500 

税対象額             \31,500 

 税                      \1,500 

  合計          ￥３１，５００ 

1200＃ 

  現金          ￥３１，５００ 

  商品点数     1 

  

メモ印字箇所 
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３－４：いろいろな売上 
 

●掛け売り（貸し売り）で売上する。                       掛け売り 

 

掛け売り（貸し売り）で売上をする場合は、    キーを使います。 

 

●商品券で売上する。                                  券売り 

 

商品券（券売り）で売上する場合は、     キーを使います。 

 

●クレジットカードで売上する。                                カード売り 

 

クレジットカードで売上する場合は、    キーを使います。 

 

●現金と商品券などを組み合わせて売上する。                          分割処理 

 

登録を終了するとき、                       いずれかのキーを押しますが、 一つの 

キーのみでの終了ではなく、一部現金売り、一部カード売りなど、合計金額を別種の預かり金で組み 

合わせて処理することができます。 

 

＜例＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←５，０００円の商品券 → 

 

 

←３，０００円の現金 → 

 

 

 

単価 数量 部門 預かり金 

￥２，９８０ １ １ ５，０００円の商品券 

３，０００円の現金 ￥４，３００ １ ２ 

         ・ 

         ・ 

        ・ 

部門01             \2,980 

部門02            \4,300 

小計                 \7,280 

税対象額              \7,280 

税                        \364 

  合計           ￥７，２８０ 

券            ￥５，０００ 

  現金           ￥３，０００ 

 お釣り           ￥７２０ 

  商品点数     2 
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３－５：売上の点検・精算をする 
 

お店の売上金額等を集計して、レポートを発行します。 

 

精算レポート：モード切替スイッチの位置を「精算」に合わせて発行します。 

        一日の最後（期間１、期間２は 決めた期間の最後）に発行してください。 

        レポート発行後、新たに集計を始めます。（データは消去されます。） 

        精算レポートには、レポート左側に「Ｚ１～Ｚ３」と印刷されます。 

 

 

点検レポート：モード切替スイッチの位置を「点検」に合わせて発行します。        

         前回精算レポートを出してから現時点迄の間の集計を、確認することが出来ます。 

        （レポートを発行しても、データは残ります。） 

         点検レポートには、レポート左側に「Ｘ１～Ｘ３」と印刷されます。 

  

 発行できるレポートの種類は、以下の通りです。 

 

  １.日計総売上レポート      部門別+日計売上の精算レポートをまとめて発行出来ます。 

注：精算モード専用です。  

  ２.日計売上レポート       日々の売上集計を行います。 

  ３.部門別売上レポート      部門別の売上集計を行います。 

  ４.PLU別売上レポート       PLU別の売上集計を行います。 

  ５.時間帯別売上レポート     時間帯別の売上集計を行います。 

  ６.ジャーナルレポート      ジャーナルデータを印刷します。（→４３ページ参照） 

  ７.期間1売上レポート       任意の期間、日計売上の集計を行います。 

週間や月間の売上集計に利用できます。 

  ８.部門別（期間１）売上レポート 任意の期間、部門別売上の集計を行います。 

週間や月間の売上集計に利用できます。 

    ９.リンクPLU-G別売上レポート  PLUグループ別の売上集計を行います。 

注：点検モード専用です。 

 １０. 期間２売上レポート       期間1とは別に、任意の期間、日計売上の集計を行います。 

週間や月間の売上集計に利用できます。 

 １１. 部門別（期間２）売上レポート 期間1とは別に、任意の期間、部門別売上の集計を行います。 

週間や月間の売上集計に利用できます。 

 

 ＜手順＞ 

１. 発行を行いたいレポートの種類に合わせて、モード切替スイッチを「精算」もしくは 

「点検」に合わせます。 

 ２.  発行を行いたいレポートの番号を入力し、［現預］キーを押してください。 

   

例：「３.部門別売上レポート（精算）」を発行する。 

 

 

 

 

●レポートの発行を中断する時は、「レシート送り」キーを長押しして下さい。 

※発行するレポートの番号 
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************************************ 

*      日計売上レポート      * 

************************************ 

Ｚ１               0060 

2008年01月12日       10時14分 

総売上合計    54            \512,023 

純売上合計    54            \507,423 

税対象合計            \452,883 

税合計                \21,569 

税抜売上            \485,854 

非課税売上            \54,540 

％＋合計     3          \xx,xxx 

        1           \xxx 

％－合計    5          \-6,750 

        1            \6 

－合計     7         \-10,280 

             2                \-40 

訂正合計    8          \12,699 

全訂正合計    3          \7,600 

返品合計   10          \-25,902 

負登録合計           \-64,653 

ハッシュ合計  4         \-4,600 

負部門合計    3         \-2,176 

強制解除合計   10            \243,660 

両替       5 

万円                \xx,xxx 

領収書 印紙    0             \xx,xxx 

領収書          0       \xx,xxx 

入金合計     5         \52,200 

出金合計     4         \-31,200 

丸め値引合計              \3 

現金売合計     49            \480,136 

信売合計        4             \15,030 

貸売合計        4             \13,464 

券売合計        2             \-1,210 

現金在高                     \501,136 

信在高                        \15,030 

貸在高                        \13,464 

券在高                        \-1,210 

ＧＴ                \507,423 

------------------------------------ 

担当者０１   50         \500,310 

担当者１４     4          \7,110 

 

■ 各種レポート印字例  
 
 １：日計総売上レポート（精算モード専用）  ２：日計売上レポート  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３.部門別売上レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

************************************ 

*     部門別売上レポート      *   

************************************ 

Ｚ１               

2007年07月20日      PM09時20分 

部門Ｇ１ 

ｼｮｸﾋﾝ              24.000 

16.66％            \1,560 

       ・ 

       ・ 

       ・ 

部門Ｇ合計            \22,345 

------------------------------------ 

       ・ 

       ・ 

------------------------------------ 

全部門合計           \128,970 

 

                    

                   

************************************ 

*     部門別売上レポート      *   

************************************ 

Ｚ１               

2007年07月20日      PM09時20分 

部門Ｇ１ 

部門０１            24.000 

                 \1,560 

       ・ 

       ・ 

部門Ｇ合計            \22,345 

------------------------------------ 

全部門合計           \128,970 

************************************ 

*      日計売上レポート      * 

************************************ 

Ｚ１               0001 

2007年07月20日        PM09時21

分 

総売上合計          \3,875,322 

純売上合計          \3,761,034 

       ・ 

       ・ 

       ・ 

------------------------------------ 

担当者０１   22        \71,075 

担当者１４   9        \57,895 

 

レポートタイトル  

 

日付：時刻  

 

レポート番号 

 

課税アイテム税抜売上：合計  

総売上：商品点数：合計  

課税アイテム売上：合計  

 内税or外税：合計  

 
非課税アイテム売上：合計  

小計割増：回数：合計  

アイテム割増：回数：合計  

アイテム割引：回数：合計  

小計割引：回数：合計  

アイテム値引：回数：合計  

小計値引：回数：合計  

訂正登録：回数：合計  

全訂正：回数：合計  

戻しキー返品：回数：合計  

負登録：回数：合計  

ハッシュ登録：商品点数：合計  

負部門登録：回数：合計  

強制終了：回数：合計  

両替：回数 

万券在高 

印紙あり：回数：合計 

印紙なし：回数：合計 

入金：回数：合計 

出金：回数：合計 

値引丸め：合計 

現金支払い：回数：合計 

信支払い：回数：合計 

貸支払い：回数：合計 

券支払い：回数：合計 

現金在高（ドロアー内金額合計） 

信在高 

貸在高 

券在高 

ＧＴ：合計 

担当者別売上：回数：合計 

レポートタイトル  

 

日付：時刻  

 部門グループ名  

 部門名：商品点数 

 比率：合計 

 

部門グループ売上合計 

 

全部門売上合計 

 比率の計算式 

 部門売上グループ売上合計 ÷ 全部門売上合計 

 

税込み純売上：商品点数：合計  
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■ 各種レポート印字例  
 

 ４：ＰＬＵ別売上レポート          ５：時間帯別売上レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               ９：リンクＰＬＵ-Ｇ別売上レポート 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■収支計算式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

************************************ 

*     PLU別売上レポート      *   

************************************ 

Ｚ１               

2007年07月20日      PM09時22分 

ｼｮｸﾋﾝ 

P#001               1.000 

16.66％ --.--%         \1,000 

リンク部門計         \1,000 

------------------------------------ 

       ・ 

       ・ 

       ・ 

------------------------------------ 

全ＰＬＵ合計           \6,000 

 

                    

                   

************************************ 

*    時間帯別売上レポート      *   

************************************ 

Ｚ１               

2007年07月20日      PM09時40分 

00:00-00:59               24 

          \1,560 

01:00-01:59                   10 

                        \3,144 

        ・ 

        ・ 

        ・ 

01:00-01:59                   34 

                       \14,937 

レポートタイトル  

 

日付：時刻  

 
ＰＬＵ名：商品点

数 

 

比率：合計 

 リンク部門ｎ売上合計 

 

全ＰＬＵ売上合計 

 比率の計算式 

 リンク部門n売上合計 ÷ 全ＰＬＵ売上合計 

 リンク部門ｎ売上合計 ÷ リンク部門グループｎ売上合計 

レポートタイトル  

 

日付：時刻  

 時間帯：回数  

 売上合計  

 

リンク部門名  

 

レポートタイトル  

 
日付：時刻  

 

比率：合計 

 

リンクPLUグループ名  

 ＰＬＵ名：商品点数 

 ※ 期間１売上レポート、期間２売上レポートの 

レポートタイトル以外の印刷される項目の 

内容は、「２．日計売上レポート」と共通し 

ております。 

 

※ 部門別（期間１）売上レポート、部門（期間２） 

売上レポートのレポートタイトル以外の印刷 

される項目の内容は、「３．部門別売上レポート」 

と共通しております。 

リンク部門ｎ売上合計 

 

全ＰＬＵ売上合計 

 

ＧＴ ＝ 純売り合計の累積 

総売上合計 ＝ 全部門合計 － ハッシュ合計 

純売上合計 ＝ 全部門合計 ＋ （％＋合計） + （％－合計） 

       －丸め値引合計 

負登録合計 ＝ マイナスとして登録されたものを全て計上 

       （ハッシュは除く） 

負部門合計 ＝ 負売価設定の部門売上を計上（ハッシュは除く） 

全部門合計 ＝ 部門合計（％＋合計、％－合計、－合計は 

       反映しません。） 

************************************ 

*  リンクPLU-G毎売上レポート    *   

************************************ 

Ｘ１               

2007年07月20日      PM08時38分 

PLU-Grp.01 

ﾊｯｼｭPLU5                    1.000 

30.67%                         \500 

非負PLU9                      1.000 

--.--%                          \-90 

ＰＬＵ－Ｇ計                    \410 

------------------------------------ 

PLU-Grp.02 

PLU#0002                2.000 

24.53%                          \400 

負ﾊｯｼｭPLU6                    1.000 

--.--%                          \-60 

ＰＬＵ－Ｇ計                    \340 

------------------------------------ 

PLU-Grp.03 

PLU#0003                     1.000 

18.40&                          \300 

ｼﾝｸﾞﾙPLU7             1.000 

42.94%                          \700 

ＰＬＵ－Ｇ計                  \1,000 

 ------------------------------------ 

  PLU-Grp.04 

  PLU#0004                    1.000 

--.--%                    \-40 

  負ｼﾝｸﾞﾙPLU8                   1.000 

--.--%                       \-80

ＰＬＵ－Ｇ計             \-120 

------------------------------------ 

全ＰＬＵ合計            \1,630 
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●ジャーナルレポート                                   電子ジャーナル 

 

ジャーナルデータを印刷もしくはＳＤカードへ保存し、内容の確認などを行うことができます。 

 発行できる方法は、以下の通りです。 

①全取引    今までの全取引分の明細を発行します。 

②最新取引順  最新取引順に指定して、発行します。（指定範可能囲 1～９９９９） 

③最古取引順  古い取引順に指定して、発行します。（指定範可能囲 1～９９９９） 

 

＜各方法手順＞ 

 ①全取引  

例：全取引分のジャーナレポート（精算）を発行する。  

 

 

 

 

 ②最新取引順 

  例：４つ前の取引分より、ジャーナルレポート（点検）を発行する。 

   

 

 

 

 ③最古取引順 

  例：残っている最も古い取引分より１５０取引回数分、ジャーナルレポート（点検）を発行する。 

 

 

 

 

 

※ 精算モードでジャーナルレポートを発行後、データは削除されます。 

 

＜便利な使い方の例＞ 

 毎日 １日分のジャーナルを発行する。 

  1：日計売上レポートを発行する。（精算モード） 

  2：電子ジャーナル 「全取引」を発行する。 

     

※毎日行う事により、常に精算回数１回分のみデータが残っていることになります。 

 

   

  

※発行する取引分回数 （1～９９９９） 

 

※発行する取引回数 （1～９９９９） 
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設定の方法 
 

このレジスターは、付属のアプリケーションとＳＤメモリカードを使用して、PCで設定する方法と、 

レジスター本体で直接設定を行う方法の、何れかの方法で設定を行うことが出来ます。 

ここでは、レジスター本体に直接設定を行う方法について説明します。 

  

 

 

    モード切替スイッチの位置を「設定」に合わせます。 

                         設定モードが始まると、表示画面の左端に「Ｐ」 

             右端に「0」と表示されます。 

   

 

※数字キーを使用して、各設定用コードを入力し、小計キーを押すとによって、 

各種設定モードに切り替わります。 

※入力値を訂正する時は「Ｃ」キーを押してください。 

 

４－１：部門 設定 
 

ここでは、部門に対するいろいろな設定を行います。 

設定できる項目は、以下の通りです。 

   ・部門グループ名称 （→４４ページ参照） 

   ・部門名称 （→４５ページ参照） 

   ・部門単価 （→４５ページ参照） 

   ・課税/非課税 （→４５ページ参照） 

   ・限度額 （→４５ページ参照） 

   ・詳細：グループ属性、正/負売価、一般/単品、単価の固定、ハッシュの設定 

       （→４６ページ参照） 

 

●部門グループ名称を設定する                        部門グループ名称設定 

 

・部門グループ（１～９）の名称設定を行います。 

 ※部門グループ名称は、部門売上レポート発行時のみ印字されます。 

  レシートに印字される部門名は、「部門名称」にて設定してください。 

 

例：部門グループ１の名称を設定するとき 

 

                      <文字入力> 

 

 

  ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

  ※入力文字数は、全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

※設定する部門グループ

番号 
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●部門名称を設定する                                  名称設定 

・各部門（１～１６）の名称設定を行います。 

 ※レシートに印刷される部門名称は、ここで設定したものになります。 

  

 例：部門１の部門名称をせっていするとき 

 

                       <文字入力>   

 

 

  ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

※入力文字数は、全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

 ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

 

●部門の単価を設定する                                 単価設定 

・各部門（１～１６）の単価設定を行います。 

※入力値は最大６桁（０～９９９９９９）まで可能です。 

 

例：部門１の単価を、３００円で設定する。 

 

 

 

 

●部門の税の属性を設定する                          種１設定 

・各部門（１～１６）の税の属性（課税／非課税）の設定を行います。 

※ご購入時の設定は“課税”になっています。 

 

 例：部門１を課税、部門２を非課税に設定する。 

   

       課税：              非課税： 

 

  

●部門の入力単価の限度金額を設定する                       限度設定 

・各部門（１～１６）の入力単価の限度金額設定を行います。 

※購入時の設定は“制限なし”になっています。 

 

例：部門１の単価限度額を、１０，０００円に設定する。 

 

                    <限度金額>  

 

 

※入力値は最大７桁（０～９９９９９９９）まで可能です。 

※設定値が“０”の場合、“制限無し”になります。 

※設定する部門キー 

 

※設定する部門キー 

 

※設定する部門キー 

 

※設定する部門キー 

 

※設定する部門キー 

 

※設定する単価 
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●部門の詳細を設定する                                   詳細設定 

・各部門（１～１６）の詳細設定を行います。 

 

例：部門１キーの詳細設定を“部門グループ1、正売価、一般販売、オープン＆設定、非ハッシュ”に 

  設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※正/負売価設定 

 負売価は、金額を負（マイナス）で集計したい売位に使用します。 

 

※一般売り・シングル（現金）売り設定 

シングル（現金）売りに設定した場合、預り金の計算や釣銭計算は出来なくなります。 

 

※単価入力方法の制御 

●「オープン＆設定」・・・数値直接入力と部門単価設定による登録両方が可能 

●「オープンのみ」・・・部門の設定単価は反映されず、数値直接入力での登録のみ可能 

●「設定のみ」 ・・・部門の設定単価のみ登録可能 

  

  ※ハッシュ/一般(非ハッシュ)の設定 
  ハッシュアイテムは、立替金など 総売上に含まないものを登録する時に使用します。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

正/負売価設定 

正売価 ０ 

負売価 １ 

一般売り・シングル（現金）売り設定 

一般売り ０ 

シングル（現金）売り １ 

ハッシュ/一般（非ハッシュ）の設定 

一般（非ハッシュ） ０ 

ハッシュ １ 

単価入力方法の設定 

オープン＆設定 ０ 

オープンのみ １ 

設定のみ ２ 

※設定する部門キー 

 

※設定する部門グループ番号 
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４－２：ＰＬＵ 設定 
 

ここでは、ＰＬＵに対するいろいろな設定を行います。 

設定できる項目は、以下の通りです。 

   ・ＰＬＵグループ名称 （→４７ページ参照） 

   ・ＰＬＵ名称 （→４７ページ参照） 

   ・ＰＬＵ単価 （→４８ページ参照） 

   ・課税/非課税 （→４８ページ参照） 

   ・限度額 （→４８ページ参照） 

   ・詳細：リンク部門、正/負売価、一般/単品、単価の固定、ハッシュの設定 

       （→４９ページ参照） 

 

●ＰＬＵグループ名称を設定する                     ＰＬＵグループ名称設定 

 

・ＰＬＵグループ（１～９９）の名称設定を行います。 

 ※ＰＬＵグループ名称は、リンクＰＬＵ-Ｇ別売上レポート発行時のみ印字されます。 

  レシートに印字されるＰＬＵ名は、「ＰＬＵ名称」にて設定してください。 

 

例：部門グループ１の名称を設定するとき 

 

                          <文字入力> 

 

 

  ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

  ※入力文字数は、全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

 

●ＰＬＵ名称を設定する                        ＰＬＵ名称設定 

 

・ＰＬＵ（１～１０００）の名称設定を行います。 

 

例：ＰＬＵ１の名称を設定するとき 

 

                          <文字入力> 

 

 

         

   ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※入力文字数は、全角８文字（半角１６文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

 

 

 

 

※設定するPLU番号 

 

※設定するＰＬＵグループ番号 
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●PLUの単価を設定する                             PLU単価設定 

・各ＰＬＵ（１～１０００）の単価設定を行います。 

※入力値は最大６桁（０～９９９９９９）まで可能です。 

 

例：PLU１の単価を、３００円で設定する。 

 

 

 

 

 

 

●PLUの税の属性を設定する                         PLUの税属設定 

・各ＰＬＵ（１～１０００）の税の属性（課税／非課税）の設定を行います。 

※ご購入時の設定は“課税”になっています。 

 

 例：ＰＬＵ1を課税、ＰＬＵ２を非課税に設定する。 

   

        課税：               非課税： 

 

 

 

 

 

●ＰＬＵの入力単価の限度金額を設定する                        限度設定 

・各ＰＬＵ（１～１０００）の入力単価の限度金額設定を行います。 

※購入時の設定は“制限なし”になっています。 

 

例：ＰＬＵ１の単価限度額を、５，０００円に設定する。 

 

                              

 

 

 

※入力値は最大７桁（０～９９９９９９９）まで可能です。 

※設定値が“０”の場合、“制限無し”になります。 

 

 

 

 

 

 

 

※設定するPLU番号 

 

※設定するPLU番号 

 

※設定するPLU番号 

 

※設定するPLU番号 

 

※設定する金額 

 

※設定する限度金額（０～９９９９９９９） 
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●PLUの詳細を設定する                                   詳細設定 

各ＰＬＵ（１～１０００）の詳細設定を行います。 

 

例：ＰＬＵ１キーの詳細設定を“リンク部門１、リンクＰＬＵグループ1、正売価、一般販売、 

オープン＆設定、非ハッシュ”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は必ず８桁の数字で指定します。 

 

※正/負売価設定 

 負売価は、金額を負（マイナス）で集計したい売位に使用します。 

 

※一般売り・シングル（現金）売り設定 

シングル（現金）売りに設定した場合、預り金の計算や釣銭計算は出来なくなります。 

 

※単価入力方法の制御 

●「オープン＆設定」・・・ 数値直接入力と部門単価設定による登録両方が可能 

●「オープンのみ」 ・・・部門の設定単価は反映されず、数値直接入力での登録のみ可能 

●「設定のみ」    ・・・部門の設定単価のみ登録可能 

  

  ※ハッシュ/一般(非ハッシュ)の設定 

  ハッシュアイテムは、立替金など 総売上に含まないものを登録する時に使用します。 

 

 ※リンク部門に「００」を設定した場合、そのＰＬＵ自体を削除します。 

  そのＰＬＵを使用した売上データが残っている場合は、削除できません。 

  

  

正/負売価設定 

正売価 ０ 

負売価 １ 

一般売り・シングル（現金）売り設定 

一般売り ０ 

シングル（現金）売り １ 

単価入力方法の設定 

オープン＆設定 ０ 

オープンのみ １ 

設定のみ ２ 

ハッシュ/一般（非ハッシュ）の設定 

一般（非ハッシュ） ０ 

ハッシュ １ 

※設定するＰＬＵ番号 

 
※リンク部門番号２桁 

 

※設定するＰＬＵグループ番号 

２桁 
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４－３：日付・時刻 設定 
 
・日付および時刻の設定を行います。 

●日付を設定する                                 日付設定 

 

 日付を６桁の数値（西暦下２桁：月２桁：日２桁）で入力し、   キーを押します。 

  

 （→ ２０ページ参照） 

 

●時刻を設定する                                 時刻設定 

 

 時刻を４桁の数値（２４時間表記 時２桁：分２桁）で入力し、   キーを押します。 

 

 （→ ２０ページ参照） 

 

 

４－４：ヘッダーメッセージの設定  
 

・ヘッダーメッセージ （１～７行目）の設定を行います。 

 

例：ヘッダーメッセージの１行目を設定するとき 

 

                          <文字入力> 

 

 

         

   ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※入力文字数は、各行 全角１８文字（半角３６文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

 

 

４－５：フッターメッセージの設定  
 

・フッターメッセージ （１～５行目）の設定を行います。 

 

例：フッターメッセージの１行目を設定するとき 

 

                          <文字入力> 

 

 

         

   ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※入力文字数は、各行 全角１８文字（半角３６文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 
 

※設定する行の番号 

 

※設定する行の番号 

 



51 

 

４－６：担当者 設定 
・担当者に対するいろいろな設定を行います。 

●担当者の名称を設定する                          担当者名称設定 

・担当者（１～１５）の名称設定を行います。 

＜手順＞ 

例：担当者０１の名称を設定するとき 

  

                             <文字入力> 

  

 

   ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※入力文字数は、全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

  ※各担当者名称の初期値は、「担当者０１～担当者１５」です。 

 

●担当者の暗証番号を設定する                       担当者暗証番号設定 

 ・担当者（０1～１５）の暗証番号設定を行います。 

＜手順＞ 

例：担当者０１の暗証番号を「１２００」と設定するとき 

  

                     

 

 

         

※入力値は‘００００～９９９９’（必ず４桁）が可能です。 

※‘００００’に設定した場合、その担当者は使用不可となります。 

※複数の担当者に同じ暗証番号の設定を行った場合は、若い番号の担当者のみ使用できます。 

＜例＞ 担当者０２、担当者１０の暗証番号が ０００１の場合、担当者０２のみ使用できます。 

 

４－７：支払種別 設定 
・支払種別（支払キー「現預」「券」「貸」「信」）に対するいろいろな設定を行います。 

●支払種別の名称を設定する                         支払種別名称設定 

・支払種別（「現預」「券」「貸」「信」）の名称を変更することができます。 

＜手順＞ 

例：「券」の名称を変更するとき 

  

                      <文字入力> 

  

 

         

   ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※入力文字数は、各 全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

  ※終了時は、表示画面の左隅が「Ｐ」右隅が「０」になっていることを確認してください。 

※設定する担当者の番号 

 

※設定する担当者の番号 

 
※設定する暗証番号 

 

※設定する支払種別キーを直接押してください。 
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●預かり限度額を設定する                                 預限度設定 

・支払種別（「現預」「券」「貸」「信」）の預かり限度金額設定を行います。 

＜手順＞ 

例：「信」の預り限度額を「１００，０００円」に変更するとき 

  

                       

  

 

         

※入力値は最大９桁（０～９９９９９９９９９）まで可能です。 

●設定値が‘０’の場合、操作制限は無くなります。 

 

●釣銭限度金額を設定する                             釣銭出設定 

・支払種別の釣銭限度金額設定を行います。 

＜手順＞ 

例：「現預」の預り限度額を「１０，０００円」に変更するとき 

  

                       

  

 

         

※入力値は最大９桁（０～９９９９９９９９９）まで可能です。 

●設定値が‘０’の場合、操作制限は無くなります。 

 

●支払種別の詳細を設定する                         支払種別詳細設定 

・支払種別の詳細設定を行います。 

＜手順＞ 

例：支払種別「現預」の詳細設定を“ドロア―開く、預り金登録可、釣銭出し不可、分割登録可、 

預り金登録 強制”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず5桁の数値で指定します。 

 

 

ドロアーの開閉設定 

オープン ０ 

クローズ １ 

釣銭出し設定 

可能 ０ 

不可 １ 

預り金登録強制の設定 

非強制 ０ 

強制 １ 

預り金登録可否の設定 

可能 ０ 

不可 １ 

分割登録 可否の設定 

可能 ０ 

不可 １ 

※設定する支払種別キーを直接押してください。 

 

※設定する限度額 

 

※設定する支払種別キーを 

直接押してください。 

 

※設定する限度額 

 

※設定する支払種別キーを直接押してください。 
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４－５：割増・割引設定 
・割増[％＋]キー、値引[％－］キーに対する様々な設定を行います。 

●割増率を設定する                                     割増率設定 

・割増キーの割増率の設定を行います。 

＜手順＞ 

例：割増率を １５％ “率の上書き可、端数 四捨五入”に設定するとき 

  

                       

  

 

         

  

 

 

  ※０．００～９９．９９％まで設定できます。 

  ※小数点キーの入力は無効です。（１５．００％ → １５００ と入力） 

  ※割増率の上書き設定を“不可”に設定すると、設定された割増率以外での割増登録は 

   出来ません。 

  ※端数処理の設定では、１円未満の端数の処理の設定を行います。 

 

●割引率を設定する                                     割引率設定 

・割引キーの割引率の設定を行います。 

＜手順＞ 

例：割引率を ７．５％ “率の上書き可、端数 切り捨て”に設定するとき 

  

                       

  

 

         

  

 

 

  ※０．００～９９．９９％まで設定できます。 

  ※小数点キーの入力は無効です。（７．５％ → ０７５０ と入力） 

  ※割引率の上書き設定を“不可”に設定すると、設定された割引率以外での割引登録は 

   出来ません。 

  ※端数処理の設定では、１円未満の端数の処理の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

端数処理の設定 

四捨五入 ０ 

切り捨て １ 

切り上げ ２ 

割増率上書き可否の設定 

可能 ０ 

不可 １ 

端数処理の設定 

四捨五入 ０ 

切り捨て １ 

切り上げ ２ 

割引率上書き可否の設定 

可能 ０ 

不可 １ 

※設定する割増率（４桁で設定） 

 

※設定する割引率（４桁で設定） 
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４－６：値引設定 
・値引[－]キーに対する様々な設定を行います。 

 

＜手順＞ 

例：割引額を ５００円 “額の上書き不可”に設定するとき 

  

                       

  

 

         

  

 

 

  ※値引き額は０００００００～９９９９９９９まで設定できます。 

   設定する値引き額は、必ず７桁の数字で設定してください。 

      （５００ → ０００５００と入力） 

  ※額の上書き設定を“不可”に設定すると、設定された値引き額以外での値引き登録は 

   出来ません。 

 

４－７：入金限度金額設定 
・［入金］キーに対する限度金額の設定を行います。 

 

 ＜手順＞ 

例：入金限度金額を ５０，０００円 に設定するとき 

 

 

 

  

 

 

 ※限度金額は、０～９９９９９９９まで設定できます。 

 ●設定値が‘０’の場合、操作制限は無くなります。 

 

４－８：出金限度金額設定 
・［出金］キーに対する限度金額の設定を行います。 

 ＜手順＞ 

例：出金限度金額を ５０，０００円 に設定するとき 

 

 

 

  

 

 

※限度金額は、０～９９９９９９９まで設定できます。 

 ●設定値が‘０’の場合、操作制限は無くなります。 

  

額の上書き可否の設定 

上書き可 ０ 

上書き不可 １ 

※設定する値引き額（７桁の数字で設定） 

 

※設定する入金限度金額 

 

※設定する出金限度金額 
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４－９：レシート印字 設定 
・レシート印字に関する様々な設定を行います。 

●各種項目の印字/非印字を設定する                 レシート項目の印字設定 

・レシートの各項目の印字について、印字／非印字 の設定を行います。 

＜手順＞ 

例：レシートの印字の設定を“日付印字：印字、時刻印字：印字、一連番号印字：印字、 

レジ番号：非印字、アイテム数印字：印字、合計印字：印字”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず６桁の数値で指定します。 

 

 

●その他 印字/非印字を設定する                    レシートその他設定 

・レシートの店名ロゴ、ヘッダーメッセージ、フッターメッセージの印字について、印字／非印字の 

設定を行います。 

＜手順＞ 

例：レシート印字の設定を“店名ロゴ：印字、ヘッダーメッセージ：印字、 

フッターメッセージ：印字”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず３桁の数値で指定します。 

  ※フッターメッセージは初期設定では  “非印字 ” に設定されております。 

 

 

 

 

 

日付印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

一連番号印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

アイテム数印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

時刻印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

レジ番号印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

合計印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

店名ロゴ印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

フッターメッセージ印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

ヘッダーメッセージ印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 
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●税の印字/非印字を設定する                     レシート税の印字設定 

・レシートの税シンボル、税対象額、税額の印字について、印字／非印字の設定を行います。 

＜手順＞ 

例：レシート印字の設定を“税シンボル：印字、税対象額：非印字、税額：非印字”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず３桁の数値で指定します。 

 

 

４－１０：レポート印刷設定 
・レポート印字に関する様々な設定を行えます。 

 

 ここでは、以下の項目の設定ができます。 

・ＧＴの印字/非印字 

・ゼロスキップ（日計及び期間レポート） する/しない 

・返品合計 印字/非印字、 

  ・構成比（部門、及びＰＬＵレポート） 印字/非印字  

 ＜手順＞ 

例：レポート印字の設定を“ＧＴ：印字、ゼロスキップ：する、返品合計：印字 

構成比：非印字 ”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず４桁の数値で指定します 

※ゼロスキップを「する」に設定すると、売上の無い項目は印刷されません。 

 

 

税額印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

税シンボル印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

税対象額印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

ＧＴ印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

返品合計印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

ゼロスキップ印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

構成比印字の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 
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４－１１：領収書 設定 
・領収書に関する様々な設定を行います。 

ここでは、以下の項目の設定ができます。 

・印紙額の設定    ： ６桁（００００００～９９９９９９） 

・一連番号の印字設定 ： 印字/非印字 

・名称の設定     ： 領収書/領収証 

＜手順＞ 

例：領収書の設定を“印紙額：２０，０００、一連番号の印字：印字、名称：領収証”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定は、必ず８桁の数値で指定します。 

内、印紙額は必ず６桁の数値で指定します。初期値は３００００です。 

設定された金額を超えると、領収書に収入印紙欄が印刷されます。 

 

４－１２：精算レポート設定 
・精算レポートの出力先の設定を行います。 

●精算レポート出力先の設定                           出力先設定１ 

 ここでは、以下の精算レポートを発行する際の出力方法の設定ができます。 

  ・日計売上 ・部門別売上 ・ＰＬＵ別売上 ・時間帯別売上 ・ジャーナル  

  ・期間１売上 ・部門別（期間１）売上 

＜手順＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※設定は、必ず７桁の数で指定します。 

一連番号印刷の設定 

印字 ０ 

非印字 １ 

名称の設定 

領収書 ０ 

領収証 １ 

ＰＬＵ別売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

時間帯別売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

日計売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

部門別売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

ジャーナル印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

期間１売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

部門別(期間１)売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

※設定する印紙金額 

 

例：精算レポート出力先の設定を“日計売上と部門別売上：両方、その他は全て印刷”に設定する。 
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●精算レポート出力先の設定                          出力先設定２ 

ここでは、以下の精算レポートを発行する際の出力方法の設定ができます。 

  ・期間２売上レポート  ・部門別（期間２）売上レポート 

＜手順＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※設定は、必ず２桁の数で指定します。 

 
 

４－１３：消費税 設定 
・消費税に関する様々な設定を行います。 

●消費税率を設定する                                  消費税率設定 

ここでは、以下の消費税の設定ができます。 

・消費税の税率設定 ：０．００～９９．９９％ まで設定できます。 

 ・端数処理の設定   ：四捨五入/切り捨て 何れかを選択できます。 

  ・税方式の設定   ：内税方式/外税方式 何れかを選択できます。 

＜手順＞ 

 例：消費税の設定を、“税率：８％、端数処理：切り捨て、税方式：内税方式”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※小数点キーの入力は無効です。（７．５％ → ０７５０ と入力） 

  ※端数処理の設定では、１円未満の端数の処理の設定を行います。 

   

 
 

部門別（期間２）売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

期間２売上印刷の設定 

印刷 ０ 

ＳＤ １ 

両方 ２ 

税の端数処理設定 

四捨五入 ０ 

切り捨て １ 

税方式の設定 

内税方式 ０ 

外税方式 １ 

例：精算レポート出力先の設定を“期間２売上：ＳＤ、部門別(期間２)：印刷”に設定する。 

※設定する消費税率（４桁の数字で設定） 
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●消費税率の変更予約設定する                               変更予約設定 

・消費税の変更日付および税率の設定を行います。消費税率が変更になる際の予約設定に便利です。 

 

＜手順＞ 

 例：消費税の予約設定を、“税率：１５％、実施日：２０１２年４月１日”に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 小数点キーの入力は無効です。（７．５％ → ０７５０ と入力） 

※ 日付は６桁の数値（西暦下２桁：月２桁：日２桁）で指定します。 

※ 予約日の設定は、事前に日付・時刻の設定を行ってください。 

 

４－１４：レジスタ番号 設定 
・レジスタ番号の設定を行います。 

 

＜手順＞ 

 例：レジスタ番号を“１２００”と設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

※入力値は最大４桁（０～９９９９）まで可能です。 

 

 

 

 

 

 

  

※設定する消費税率（４桁の数字で設定） 

 

※設定する日付（６桁の数字で設定） 

 

※設定するレジスタ番号（４桁の数字で設定） 
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４－１５：レシート項目名 設定 
・レシートに印字される、各項目の名称設定を行います。 

＜手順＞ 

 例：レシートに印字される項目“全登録訂正”を変更する。 

 

                             <文字入力> 

                              

 

   ・項目番号１～２０ 

     １：合計         ８：直前訂正      １５：強制終了＞＞＞ 

     ２：お釣り        ９：訂正        １６：両替 

     ３：小計        １０：全登録訂正     １７：入金 

     ４：税対象額      １１：返品        １８：出金 

     ５：税         １２：割増        １９：―――戻しーーー 

     ６：非課税合計     １３：割引        ２０：サービス 

     ７：商品点数      １４：値引 

   ※ 文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※ 入力文字数は、各項目 全角１２文字（半角２４文字）まで可能です。 

 

４－１６：レポート項目名 設定 
・レポートに印字される各項目の名称設定を行います。 

＜手順＞ 

  例：レポートに印字される項目“ＧＴ”を変更する。 

 

                             <文字入力> 

 

 

    ・項目番号１～３７ 

     １：総売上合計     １６：強制解除合計    ３１：全部門合計 

     ２：純売上合計     １７：両替        ３２：リンク部門計 

     ３：税対象合計     １８：入金合計      ３３：全ＰＬＵ合計 

     ４：税合計       １９：出金合計      ３４：ＰＬＵ－Ｇ計 

     ５：税抜売上      ２０：丸め値引合計    ３５：万円  

     ６：非課税売上     ２１：現金売合計     ３６：領収書 印紙 

     ７：％＋合計      ２２：信売合計      ３７：領収書 

     ８：％－合計      ２３：貸売合計 

     ９：－合計       ２４：券売合計 

    １０：訂正合計      ２５：現金在高 

    １１：全訂正合計     ２６：信在高 

    １２：返品合計      ２７：貸在高 

    １３：負登録合計     ２８：券在高 

    １４：負部門合計     ２９：ＧＴ  

    １５：ハッシュ合計    ３０：部門Ｇ合計 

   ※ 文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

   ※ 入力文字数は、各項目 全角６文字（半角１２文字）まで可能です。 

 

※設定する項目番号（例は １０：全登録訂正 ） 

 

※設定する項目番号（例は ２９：ＧＴ ） 
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４－１７：レポート題目名 設定 
・レポートに印字される各題目の名称設定を行います。 

＜手順＞ 

    例：レポートに印字される題目 “部門別（期間２）売上レポート”を変更する。 

 

                                                           <文字入力> 

 

 

    ・項目番号１～３７ 

     １：日計売上レポート        ６：期間１売上レポート     

     ２：部門別売上レポート       ７：部門別（期間１）売上レポート       

     ３：ＰＬＵ別売上レポート      ８：リンクＰＬＵ－Ｇ毎売上レポート      

     ４：時間帯別売上レポート      ９：期間２売上レポート    

     ５：電子ジャーナルレポート    １０：部門別（期間２）売上レポート   

    

  ※文字の入力方法は、各項目共通です。６９ページ「文字入力方法」をご参照ください。 

  ※入力文字数は、各項目 全角１６文字（半角３２文字）まで可能です。 

 

４－１８：レシートＯＮ/ＯＦＦ設定 
・登録モード、または戻しモードで使用時に、レシートの発行を停止することができます。 

＜手順＞ 

例１：レシートの発行を止める。（ＯＦＦ設定） 

 

 

                キーを押す。 

 

● 設定が正常に完了すると、表示窓中央部    のマークが点灯します。 

 

例２：レシートの発行停止を解除する。（ＯＮ設定） 

 

 

                キーを押す。 

 

 ● 設定が正常に完了すると、表示窓中央部    のマークが消灯します。 

 

※ジャーナルの印刷は、止めることができません。 

 

※ 表示窓    のマークが点灯されている間は、売り上げ処理を行ってもレシートは 

発行されません。    

 

  
 

  

※設定する項目番号 
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４－１９：その他 設定 
・レジスターに対して、その他様々な設定ができます。 

●その他の設定                                        他の設定１ 

   ここでは、以下の設定ができます。 

  ・担当者システム設定  ：使用する／使用しない  

  ・時刻表示設定     ：２４時間表示／１２時間表示 

  ・値引丸め設定     ：取引合計額の値引を ０円：（取引額そのまま） 

                         ５円：（０～４→０円、５～９→５円とする） 

                      １０円：（取引額の最終桁を切り捨て、０円とする） 

  ・両替シート設定    ：印刷／非印刷 

  ・乗数登録設定     ：乗数の登録順番  個数→「X/日時」 /「X/日時」→個数 

  ・レシート印刷設定   ：印字する文字のサイズ  通常／縦倍角 

  ・ジャーナル印刷設定  ：通常／圧縮 

 ＜手順＞ 

例：担当者システム使用、２４時間表示、値引丸め５円、両替シート発行、乗数の登録順番  

  個数 →「X/日時」、レシート通常印刷、ジャーナル圧縮印刷 に設定する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 設定は、必ず７桁の数で指定します。 

   ※ 乗数登録を“×→ 個数”を選択した場合、時刻表示機能、ＰＬＵアイテムの乗数登録、 

     部門の設定単価と異なる単価での乗数登録が出来なくなります。 

   ※ 領収書と店名ロゴは、縦倍角になりません。 

  

●その他の設定                                        他の設定２ 

   一連番号、領収書番号について、日計精算レポート発行後の処理方法が設定できます。 

＜手順＞ 

        

   

 

 

 

 

   ※ 設定は、必ず２桁の数で指定します。 

担当者システム設定 

使用する ０ 

使用しない １ 

時刻表示設定 

２４時間 ０ 

１２時間 １ 

乗数登録設定 

個数 → X ０ 

X → 個数  １ 

レシート印刷設定 

通常 ０ 

縦倍角 １ 

値引丸め設定 

０円 ０ 

５円 １ 

１０円 ２ 

両替シート設定 

印刷 ０ 

非印刷 １ 

ジャーナル印刷設定 

通常 ０ 

圧縮 １ 

一連番号設定 

保持 ０ 

クリア １ 

領収書番号設定 

保持 ０ 

クリア １ 

例：日計精算レポート出力後、一連番号：クリア、領収書番号：保持 に設定する。 
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４－２０：設定内容確認 
・現在の設定内容を１～２４の設定番号を入力し、確認（印字）できます。。 

※設定番号は項目１～２４の内容から選択してください。 

     
  １：部門グループ名   ９：入金限度額      １７：レポート項目名 
  ２：部門設定     １０：出金限度額      １８：レポート題目名 
  ３：ＰＬＵグループ名 １１：レシート印字     １９：精算レポート出力  
  ４：ＰＬＵ設定    １２：レポート設定     ２０：消費税 
  ５：担当者      １３：領収書        ２１：日付・時刻 
  ６：支払種別     １４：ヘッダーメッセージ  ２２：レジスタ番号 
  ７：割引・割増    １５：フッターメッセージ  ２３：その他 
  ８：値引       １６：レシート項目名    ２４：レシートＯＮ／ＯＦＦ 
 
＜手順＞ 
 
 
                     <設定番号> 
 
 
●設定内容確認（印字）を中断する時は、［レシート送り］、または［ジャーナル送り］キーを 
長押ししてください。 

 
 ■ 設定内容印字例  
 
   １：部門グループ名               ３：ＰＬＵグループ名 
 
 
 
 
 
 
 
                           ４：ＰＬＵ 
   ２：部門設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.部門グループ名 
 #1              部門Ｇ１   

 #2              部門Ｇ２ 
       ・ 
       ・ 

       ・ 
 #9              部門Ｇ９ 

  

2.部門 

#01         名称:   部門０１ 
           単価:       \0 
           限度:       \0 

           Ｇ属:   部門Ｇ１ 
           税属:     課税 
           種１:    正売価 

           種２:     一般 
           種３:オープン＆設定 
           種４:     一般 

 #02         名称:   部門０２ 
           単価:      \0 
       ・ 

       ・ 
       ・ 

 #16         名称:   部門１６ 

          単価:      \0 
          限度:      \0 

       Ｇ属:   部門Ｇ１ 

       税属:     課税 
       種１:    正売価 
       種２:     一般 

       種３:オープン＆設定 
       種４:     一般   

 

3.ＰＬＵグループ名 
 #01           PLU-Grp.01   

 #01           PLU-Grp.02 
       ・ 
       ・ 

       ・ 
 #99           PLU-Grp.99 

  

4.ＰＬＵ 
PLU#00000000000001 

名称:    PLU#0001 

単価:      \0 
限度:      \0 
部門:   部門０１ 

Ｇ属:  Plu-Grp.01 
      税属:     課税 
     種１:    正売価 

     種２:     一般 
     種３:オープン＆設定 
     種４:     一般 

PLU#00000000000002 
名称:    PLU#0002 

        ・ 

        ・ 
        ・ 
PLU#00000000001000 

名称:    PLU#1000 
      単価:      \0 
        限度:      \0 

        部門:   部門０１ 
        Ｇ属:  Plu-Grp.01 
       税属:     課税 

       種１:    正売価 
       種２:     一般 
       種３:オープン＆設定 

         種４:     一般 

 

部門グループ番号   

 

部門番号     

 

PLU番号   

 

PLUグループ番号     

 

  PLU名 
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 ■ 設定内容印字例  
 
  ５：担当者                   ６：支払種別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ７：割引・割増 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ８：値引                    ９：入金限度額 
 
 
                          
 
                           １０：出金限度額 
 
 
 
 
  １１：レシート印字               １２：レポート印字 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          １３： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.担当者 

#01        名称：    担当者01 
コード：    ０００ 1 

#02        名称：    担当者02 

        コード：    ０００２ 
        ・ 
        ・ 

        ・ 
        ・ 

#15        名称：    担当者15 

        コード：    ００１５   
                                         

 

6.支払種別 

#1         名称:     現金 
           預限度:     \0            

 釣限度:      \0 

           ドロワー: オープン 
            預登録:    可能 
          釣銭出:    可能 

          分割登録:   可能 
           預強制:   非強制 
#2         名称:      貸 

          預限度:     \0 
         ・ 
         ・ 

         ・ 
         ・ 
#4         名称:      券 

           預限度:     \0   
           釣銭限度:    \0    
           ドロワー: オープン 

           預登録:    可能 
           釣銭出:    可能 
           分割登録:   可能 

           預強制:   非強制   
 

 

7.割引・割増 
#1        割引率:    10.00% 

          率入力:     可能 
         端数丸め:  四捨五入 
#2        割増率:    10.00%   

         率入力:     可能 
        端数丸め:  四捨五入 

9.入金限度金額       \0 
8.値引 
         値引額:      \0 

          金額入力:    可能 
 

10.出金限度金額      \0 

11.レシート印字 

          日付   :  印字 

          時刻   :  印字 

           一連番号 :  印字 

           レジ番号 :  印字 

           アイテム数:  印字 

         合計   :  印字 

         店名ロゴ :  印字 

         トップＭ :  印字 

         ボトムＭ : 非印字 

         税シンボル:  印字 

         税対象額 :  印字 

           税額  :   印字   

                                         

12.レポート印字 

         ＧＴ印字  : しない 

         ゼロスキップ:  する 

         返品合計印字:  する 

         構成比印字 :  する 

13.領収書 

       印紙額：  ￥30.000 

          一連番号印字:  する 

          領収書名   : 領収書 

 

担当者番号    

 

支払種別番号    

 

割引番号    

 

割増番号    
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■ 設定内容印字例  
 
  １４：ヘッダーメッセージ           １５：フッターメッセージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  １６：レシート項目名             １７：レポート項目名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  １８：レポート題目名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14.トップメッセージ 

************************************ 

*                                  * 

*  お買い上げありがとうございます * 

*                                  *  

************************************                   

15.ボトムメッセージ 

************************************ 

*     CLOVER ELECTRONICS CO.,LTD   * 

************************************ 

 

16.レシート項目名 

#01          合計 

#02          お釣り 

#03                   小計 

#04          税対象額 

#05                   税 

#06                   非課税合計 

#07                   商品点数 

#08                   直前訂正 

#09                   訂正 

#10                   全登録訂正 

#11                   返品 

#12                   割増 

#13                   割引 

#14                   値引 

#15                   強制終了 >>> 

#16                   両替 

#17                   入金 

#18                   出金 

#19                   --- 戻し --- 

#20                   サービス 

                

17.レポート項目名 

#01                   総売上合計 

#02                   純売上合計 

#03                   税対象合計 

#04                   税合計 

#05                   税抜売上 

#06                   非課税売上 

#07                   ％＋合計 

#08                   ％－合計 

#09                   －合計 

#10                   訂正合計 

#11                   全訂正合計 

#12                   返品合計 

#13                   負登録合計 

#14                   負部門合計 

#15                   ハッシュ合計 

#16                   強制解除合計 

#17                   両替 

#18                   入金合計 

#19                   出金合計 

#20                   丸め値引合計 

#21                   現金売合計 

#22                   信売合計 

#23                   貸売合計 

#24                   券売合計 

#25                   現金在高 

#26                   信在高 

#27                   貸在高 

#28                   券在高 

#29                   ＧＴ 

#30                   部門Ｇ合計 

#31                   全部門合計 

#32                   リンク部門計 

#33                   全ＰＬＵ合計 

#34                   ＰＬＵ―Ｇ計 

#35                   万円 

#36                   領収書 印紙 

#37                   領収書 

 

18.レポート題目名 

#1     日計売上レポート 

#2     部門別売上レポート 

#3    ＰＬＵ別売上レポート 

#4    時間帯別売上レポート 

#5   電子ジャーナルレポート 

#6     期間１売上レポート 

#7  部門別（期間１）売上レポート 

#8 リンクＰＬＵ―Ｇ毎売上レポート 

#9     期間２売上レポート 

#10 部門別（期間２）売上レポート 

                

項目番号    

 

項目番号    

 

項目番号    
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■ 設定内容印字例  
 
  １９：精算レポート出力            ２０：消費税 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ２１：日付・時刻               ２２：レジスタ番号 
 
 
 
 
 
 

２３：その他                  ２４：レシートＯＮ／ＯＦＦ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.精算レポート出力 

         日計売上   :印刷   

         部門別売上  :印刷 

         ＰＬＵ別売上 :印刷 

         時間帯別売上 :印刷 

         ジャーナル  :印刷 

         期間１売上  :印刷 

         部門別(期間１):印刷 

                期間２売上  :印刷 

         部門別(期間２):印刷 

                    

                   

20.消費税 

        消費税率:    5.00%   

         端数処理:  四捨五入 

         税システム:   内税 

        変更税率:    0.00% 

         変更日付: 2000-00-00 

 

21.日付・時刻 

2000年01月01日     00時00分                    

22.レジスタ番号       ００００ 

23.その他 

          担当者システム:使用 

          時刻表記:  ２４Ｈ 

        値引き丸め:  なし 

        両替レシート: 印刷 

        乗数登録: 乗数-[X] 

        レシート印刷: 通常 

        ジャーナル印刷:通常 

         一連番号:   保持 

         領収番号:   保持                 

24.レシートON/OFF 

      レシート出力:  する 
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４－２１：ＳＤカードへの設定 保存／読込／初期化 
 

  ＳＤカードの初期化、ＳＤカードから設定内容及び店名ロゴの読込、レジからＳＤカードへの 

  書き込みが行えます。 

注意： 

※ 実行中にＳＤカードを抜いた場合、ＳＤカード異常エラーが発生します。  

※ ＳＤカードにデータがない状態で読込を実行した場合、ファイルなしエラーが発生します。 

※ 書き込み禁止状態のＳＤカードを使用して保存、初期化をした場合、ＳＤ書き込み 

禁止エラーが発生します 

 

●ＳＤカードの初期化                                    ＳＤカード初期化 

・ＳＤカードに保存されている各種データを初期化します。 

 （カード内の全データはなくなりますのでご注意下さい。） 

＜手順＞ 

 

 

 

 

注意： 

※ ＳＤカード初期化を実行すると、ＳＤカードのデータは全て初期化されます。 

 

●ＳＤカードへ設定を保存する                              ＳＤカードへの保存 

 ・レジに保存されている各種データを、ＳＤカードに保存します。 

   （ＳＤカードが書き込み禁止状態のときは、書き込み出来ません。） 

 保存されるデータは、以下の２種類です。 

   「設定データ」、「店名ロゴデータ」（購入時には、入っておりません。） 

＜手順＞ 

 １.設定データを保存する。 

    

 

 

  

 ２. 店名ロゴデータを保存する。 

 

 

 

 

 

※ 購入後初めてお使いの際、本体リセット後は、店名ロゴのデータは入っておりません。 

  （エラー「Ｅ２５」が発生します。）  
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●ＳＤカードから設定を読み込む                            ＳＤカード読み込み 

・ＳＤカードに保存されている各種データを、レジに読み込みます。 

＜手順＞ 

 １.設定データをレジに読み込む。 

    

 

 

  

 ２. 店名ロゴデータをレジに読み込む。 

 

 

 

 

 

 

パーシャルリセット 
 

登録作業時などに何らかの異常が発生した場合、パーシャルリセットを行うことによって 

作業中のデータをクリアし、異常状態を解除することができます。 

 

<リセット方法> 

  

                 

1．モード切り替えスイッチを「ＯＦＦ」に合わせます。 

 

 

  ２．     キーを３０秒間長押しします。 

    ビープ音が鳴り、表示窓、客先表示窓には「０」が点灯します。 

 

  ３．置数キーで「１１１」と入力します。 

    客先表示窓も消灯し、作業中の全てのメモリがクリアされ、通常の状態に 

    戻ります。 

 

 

   ※設定データ、レポートデータ、電子ジャーナルはクリアされません。 

   ※完全に初期状態（工場出荷時の状態）に戻したい場合は、コンセントを電源プラグに 

差込んだ状態で、モード切替スイッチを「OFF」に合わせ、リセットボタンを押してください。 

リセットボタンは、プリンタカバーを開け 向かって右奥（レシート側奥）の部分にある 

小さな穴内にございます。押下の際は、クリップなどをご使用ください。 
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文字入力方法 

 

部門名、ＰＬＵ名、担当者名、ヘッダメッセージ、フッタメッセージ、レシート項目名、 

レポート項目名等への文字の入力方法は、以下の方法からお選び頂けます。 

 

     ・キーボード入力   ：レジの部門キーを使用して、カタカナ、アルファベットと 

一部の記号の登録が行えます。 

                （→ ７０ページ参照） 

 

    ・テンキー入力     ：置数キーを使用して、一文字づつ数字の登録が出来ます。 

                （→ ７１ページ参照） 

 

・リスト入力      ：予め登録しているリスト表のメッセージ、商品名称を 

登録します。(→ ７２ページ参照) 

 

     ・アスキーコード入力 ：アスキーコード表にある文字を登録します。 

                 半角カタカナ文字と一部の入力が出来ます。 

                 (→７５ページ参照) 

 

     ・漢字・ひらがなの入力：区点コード表を用いて、１文字４桁の数値で指定し登録します。 

全角平仮名、カタカナ、一部の記号、英数字のほかにJIS第１ 

水準、第２水準相当の漢字の入力が出来ます。 

                  （→ ７６ページ参照） 

 

 各項目の入力文字数は、以下の通りです。 

 

   ・部門グループ名称  ：全角６文字（半角１２文字） 

   ・部門名称      ：全角６文字（半角１２文字） 

   ・ＰＬＵグループ名称 ：全角６文字（半角１２文字） 

      ・ＰＬＵ名称      ：全角８文字（半角１６文字） 

   ・ヘッダーメッセージ ：７行、各行全角１８文字（半角３６文字） 

   ・フッターメッセージ ：７行、各行全角１８文字（半角３６文字） 

   ・担当者名称     ：全角６文字（半角１２文字） 

      ・支払種別名称    ：全角６文字（半角１２文字） 

   ・レシート項目名称  ：全角６文字（半角１２文字） 

      ・レポート項目名称  ：全角６文字（半角１２文字） 

 

 ※設定する文字の入力手順を予め書き出し、設定を行う事をお奨めします。 

 ※別売のＳＤカードと、付属ＣＤ-ＲＯＭ内のＰＣ－ＴＯＯＬを使用して、ＰＣを使って 

  文字入力設定を行うことも出来ます。 

 

 

 

 



70 

 

＜キーボード入力方法＞ 
  

  キーボードの部門キーを使用する、文字入力方法です。 

  カタカナ、英数字への切り替えは、部門キーで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ●置数キー 

             

         

キーボード入力文字一覧 

 

[英数・記号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ｶﾅ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペース 

入力文字消去（バックスペース） 

倍角 

クリアー 

カナ/英数 切替え 

文字の確定に使います。 
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各部門キーの機能 

 部門０１：スペース  

 部門１５：カナ/英数 の切り替えを行います。 

 部門１４：ＢＳ（バックスペース） 一文字削除に使います。 

 部門１６：倍角文字で入力するときに使います。 

 ※部門０９、部門１３は使いません。 

  

 文字入力例：「Tｼｬﾂ」 

 

   １．登録されている文字を消す。                

 

   ２．「T」「ｼ」「ｬ」「ﾂ」を順に入力する。  

           

         を１回       を１回押す。 (Tの入力) 

  

     続けて「ｼｬﾂ」を入力する。 

 

         を１回押す。           （英数→ｶﾅへ、入力方法を切り替える。） 

  

              を２回              を１回押す。 （ｼ の入力） 

  

          を４回       を１回押す。 （ｬ の入力）      

 

          を３回       を１回押す。 （ｯ の入力） 

   

 

＜テンキー入力方法＞ 

   

  置数キーを使用して、数字（半角文字）を一文字づつ登録します。 

 

  文字入力例：「 123 」 

 

              を１回              を１回押す。 （1 の入力） 

  

          を１回       を１回押す。 （2 の入力） 

  

          を１回       を１回押す。 （3 の入力） 
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＜リスト入力方法＞ 
 

  商品名称リストを使った、文字の設定方法です。   

   

  ●商品名称リスト入力方法 

     

   商品名称リスト（７２～７４ページ）にある名称を、部門・ＰＬＵの名称に設定できます。 

 

   入力方法：（商品名リスト番号 ３桁）－「現預」キー 

 

   入力例：「参考書」（名称番号０１５番） 

      

      

 

 

商品名称リスト 

業種 商品名 コード 

雑貨 

アクセサリー ００１ 

小物 ００２ 

雑貨 ００３ 

生花 ００４ 

箱代 ００５ 

輸入雑貨 ００６ 

書籍 

文具 

ＡＶ 

ＣＤ ００７ 

ＤＶＤ ００８ 

アルバム ００９ 

ゲーム ０１０ 

コミック ０１１ 

雑誌 ０１２ 

週刊誌 ０１３ 

月刊誌 ０１４ 

参考書 ０１５ 

事務用品 ０１６ 

趣味・娯楽 ０１７ 

書籍 ０１８ 

新書 ０１９ 

新聞 ０２０ 

専門誌 ０２１ 

図書カード ０２２ 

ビデオ ０２３ 

文具 ０２４ 

文芸 ０２５ 

文庫 ０２６ 

業種 商品名 コード 

食料品 

アイス ０２７ 

ｲﾝｽﾀﾝﾄ食品 ０２８ 

飲料 ０２９ 

お米 ０３０ 

お惣菜 ０３１ 

おにぎり ０３２ 

加工食品 ０３３ 

菓子 ０３４ 

菓子パン ０３５ 

果物 ０３６ 

香辛料 ０３７ 

サンドイッチ ０３８ 

嗜好品 ０３９ 

ジュース類 ０４０ 

食パン ０４１ 

食料品 ０４２ 

寿司 ０４３ 

スナック菓子 ０４４ 

生鮮 ０４５ 

精肉 ０４６ 

鮮魚 ０４７ 

その他 ０４８ 

中華 ０４９ 

調味料 ０５０ 

調理パン ０５１ 

乳製品 ０５２ 

業種 商品名 コード 

食料品 

パン ０５３ 

ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄ  ゙ ０５４ 

ベーカリー ０５５ 

弁当類 ０５６ 

麺類 ０５７ 

野菜 ０５８ 

洋菓子 ０５９ 

冷凍食品 ０６０ 

レトルト食品 ０６１ 

和菓子 ０６２ 

喫茶 

軽食 

ｱｲｽｸﾘｰﾑ ０６３ 

アルコール ０６４ 

一品料理 ０６５ 

ウィスキー ０６６ 

お酒 ０６７ 

お食事 ０６８ 

おつまみ ０６９ 

お通し ０７０ 

お飲み物 ０７１ 

お持ち帰り ０７２ 

カクテル ０７３ 

喫茶 ０７４ 

ケーキ ０７５ 

コーヒー ０７６ 

サワー ０７７ 

ジュース ０７８ 
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業種 商品名 コード 

 

喫茶 

軽食 

セット ０７９ 

ｾｯﾄﾒﾆｭ  ー ０８０ 

  

ｿﾌﾄｸﾘｰﾑ ０８１ 

ｿﾌﾄﾄﾞﾘﾝｸ ０８２ 

テイクアウト ０８３ 

定食 ０８４ 

ディナー ０８５ 

デザート ０８６ 

トースト ０８７ 

トッピング ０８８ 

ドリング ０８９ 

生ビール ０９０ 

日本酒 ０９１ 

ﾉﾝｱﾙｺｰﾙ ０９２ 

発泡酒 ０９３ 

ビール ０９４ 

フード ０９５ 

ブランデー ０９６ 

モーニング ０９７ 

洋食セット ０９８ 

ランチ ０９９ 

ワイン １００ 

和食セット １０１ 

服飾 

アクセサリー １０２ 

衣料品 １０３ 

衣類 １０４ 

傘 １０５ 

靴 １０６ 

子供服 １０７ 

紳士服 １０８ 

装飾品 １０９ 

履物 １１０ 

バッグ １１１ 

婦人服 １１２ 

ベビー服 １１３ 

帽子 １１４ 

理容 

美容 

カット １１５ 

カラー １１６ 

着付 １１７ 

シャンプー １１８ 

スキンケア １１９ 

セット １２０ 

業種 商品名 コード 

理容 

美容 

ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ １２１ 

トリミング １２２ 

パーマ １２３ 

フェイス １２４ 

ブロー １２５ 

ヘアカラー １２６ 

ベビー １２７ 

ボディ １２８ 

メイク １２９ 

薬局 

薬店 

アレルギー薬 １３０ 

かぜ薬 １３１ 

ケア用品 １３２ 

ｺﾝﾀｸﾄｹｱ用品 １３３ 

サプリメント １３４ 

せき止め １３５ 

ドリンク剤 １３６ 

歯ブラシ １３７ 

ヘアケア用品 １３８ 

ベビー用品 １３９ 

胃腸薬 １４０ 

医薬品 １４１ 

医療用品 １４２ 

栄養剤 １４３ 

衛生用品 １４４ 

化粧品 １４５ 

介護用品 １４６ 

解熱鎮痛剤 １４７ 

外傷薬 １４８ 

外用薬 １４９ 

漢方薬 １５０ 

関節・筋肉痛 １５１ 

健康器具 １５２ 

健康用品 １５３ 

殺虫剤 １５４ 

湿布薬 １５５ 

小児用薬 １５６ 

酔い止め １５７ 

整腸剤 １５８ 

生薬 １５９ 

虫さされ １６０ 

内服薬 １６１ 

皮膚治療薬 １６２ 

鼻炎薬 １６３ 

業種 商品名 コード 

薬局 

薬店 

婦人薬 １６４ 

防虫剤 １６５ 

目薬 １６６ 

薬剤 １６７ 

家電 

オプション １６８ 

家電製品 １６９ 

携帯電話 １７０ 

サプライ １７１ 

情報機器 １７２ 

消耗品 １７３ 

設定料 １７４ 

テープ １７５ 

電球・蛍光灯 １７６ 

電池 １７７ 

電池交換 １７８ 

配線 １７９ 

別売品 １８０ 

メディア １８１ 

その他 

物品販売 

ＤＩＹ用品 １８２ 

ｱｳﾄﾄﾞｱ用品 １８３ 

園芸 １８４ 

園芸用品 １８５ 

カー用品 １８６ 

家具 １８７ 

楽器 １８８ 

家庭用品 １８９ 

金物 １９０ 

玩具 １９１ 

キッチン用品 １９２ 

ギフト券 １９３ 

ｷｬﾗｸﾀｰ商品 １９４ 

工具 １９５ 

コンタクト １９６ 

梱包用品 １９７ 

作業用品 １９８ 

写真 １９９ 

種苗 ２００ 

寝具 ２０１ 

スポーツ用品 ２０２ 

タバコ ２０３ 

釣り用品 ２０４ 

ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝ ２０５ 

時計 ２０６ 
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業種 商品名 コード 

その他 

物品販売 

塗料 ２０７ 

日用品 ２０８ 

農業用品 ２０９ 

農薬 ２１０ 

バラエティ ２１１ 

肥料 ２１２ 

物品販売 ２１３ 

部品 ２１４ 

ペット ２１５ 

ペット用品 ２１６ 

防災用品 ２１７ 

メガネ ２１８ 

木材 ２１９ 

輸入家具 ２２０ 

ラッピング代 ２２１ 

旅行用品 ２２２ 

レンタル品 ２２３ 

その他 

ＤＰＥ ２２４ 

一式 ２２５ 

一般 ２２６ 

印刷 ２２７ 

延長 ２２８ 

大人 ２２９ 

お直し ２３０ 

カード ２３１ 

技術料 ２３２ 

キャンセル料 ２３３ 

クーポン ２３４ 

クリーニング ２３５ 

業種 商品名 コード 

その他 

現像料 ２３６ 

限定品 ２３７ 

工事 ２３８ 

工賃 ２３９ 

サービス料 ２４０ 

材料費 ２４１ 

修理 ２４２ 

受講料 ２４３ 

小人 ２４４ 

商品券 ２４５ 

処分料 ２４６ 

進物 ２４７ 

セール ２４８ 

設置料 ２４９ 

送料 ２５０ 

中古品 ２５１ 

中人 ２５２ 

注文品 ２５３ 

調整料 ２５４ 

ﾃﾞｼﾞｶﾒﾌﾟﾘﾝﾄ ２５５ 

手数料 ２５６ 

手付金 ２５７ 

電話代 ２５８ 

登録料 ２５９ 

特注品 ２６０ 

塗装 ２６１ 

特価品 ２６２ 

取付料 ２６３ 

入園料 ２６４ 

業種 商品名 コード 

その他 

入場料 ２６５ 

取引料 ２６６ 

フィルム ２６７ 

ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄ  ゙ ２６８ 

容器代 ２６９ 

ﾘｻｲｸﾙ費用 ２７０ 

レンタル料 ２７１ 

割増 ２７２ 

焼き増し ２７３ 

前金 ２７４ 

土産品 ２７５ 

利用料 ２７６ 

その他 ２７７ 

初期設定 

PLU ２７８ 

部門 ２７９ 

雑部門 ２８０ 
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＜アスキーコード入力方法＞ 
  

アスキーコード表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SP=スペース 

 

 アスキーコード表を使って、文字入力が出来ます。 

  

入力方法 

   （ａの値）（ｂの値）「現預」キー 

 

 ・入力例：“ TEL: ”と入力したいとき。 

 

         「T」      ：             

 

         「E」      ：             

 

         「L」      ：             

 

         「:」             ：             

 

          

 

 

   

ｂ 

 

ａ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

０ SP ！ “ ＃ ＄ ％ ＆ ‘ （ ） 

１ ＊ ＋ , - . / 0 1 2 3 

２ 4 5 6 7 8 9 : ; < = 

３ > ? @ A B C D E F G 

４ H I J K L M N O P Q 

５ R S T U V W X Y Z [ 

６ \ ]  ̂ ＿  ̀ a b c d E 

７ f g h i j k l m n o 

８ p q r s t u v w x y 

９ z { | }  ̄ SP     
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＜ひらがな・漢字・その他記号の入力方法＞ 
 

区点コード（４桁の数字）を、置数キーを使い入力します。区点コードを使うとカタカナ、 

英字の ほかにJIS第１水準や第２水準 相当の漢字の入力が可能となります。  

各コードについては以下のページを参照ください。  

※本ＥＣＲにつきましては、JIS第１水準 第２水準と漢字の区点コードが若干異なります。  

（区が異なります。）ご注意ください。 

 

 

＜区点コード表の見方＞  

ページ＃の数字とX軸、Y軸の数字を合わせた４桁の数値を入力します。 

 

 ・入力例 

 ①「青果」と入力したいとき →       「青」 ページ＃：２６ X軸： ３ Y軸：６  

「果」 ページ＃：１２ X軸：４ Y軸：４ 

 

                                               「青」 

 

 

                        「果」 

 

 

 

ページ＃概要  

ページ＃００： 未使用  

ページ＃０１： 記号（その１）  

ページ＃０２： 記号（その２）  

ページ＃０３： 数字・英字  

ページ＃０４： ひらがな  

ページ＃０５： カタカナ  

ページ＃０６： 特殊英字（その１）  

ページ＃０７： 特殊英字（その２）  

ページ＃０８： ライン記号  

ページ＃０９： 特殊記号  

ページ＃１０～４１： 第１水準漢字  

ページ＃４２～７８： 第２水準漢字  

ページ＃７９～９９： 未使用 
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全角入力ページ＃１ 文字＃ＸＹ       全角入力ページ＃２ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃３ 文字＃ＸＹ       全角入力ページ＃４ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃５ 文字＃ＸＹ       全角入力ページ＃６ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃７ 文字＃ＸＹ       全角入力ページ＃８ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃９ 文字＃ＸＹ       全角入力ページ＃１０ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃１１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃１２ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃１３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃１４ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃１５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃１６ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃１７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃１８ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃１９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃２０ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃２１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃２２ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃２３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃２４ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃２５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃２６ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃２７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃２８ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃２９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃３０ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃３１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃３２ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃３３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃３４ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃３５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃３６ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃３７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃３８ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃３９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃４０ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃４１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃４２ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃４３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃４４ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃４５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃４６ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃４７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃４８ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



85 

 

全角入力ページ＃４９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃５０ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃５１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃５２ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃５３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃５４ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃５５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃５６ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃５７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃５８ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃５９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃６０ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃６１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃６２ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃６３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃６４ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃６５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃６６ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃６７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃６８ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃６９ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃７０ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃７１ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃７２ 文字＃ＸＹ 
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全角入力ページ＃７３ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃７４ 文字＃ＸＹ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃７５ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃７６ 文字＃ＸＹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角入力ページ＃７７ 文字＃ＸＹ      全角入力ページ＃７８ 文字＃ＸＹ 
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こんな時は 
故障かな？と思ったら 
お問い合わせや修理を依頼される前にもう一度お調べください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源が入っていない状態でドロアーを開きたいとき（購入直後）や、万一の停電や故障などで 

ドロアーが開かなくなったときは、下図を参照にドロアー底面のスイッチ（ドロアー開放レバー） 

を操作してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

ドロアーが開かない ●硬貨や紙幣が挟まっていませんか？ 

●ドロアー錠がかかってませんか？ 

 

表示窓に表示されない ●差込みプラグがコンセントから外れてませんか？ 

●電源コンセントまで電源がきていますか？ 

 

表示部が点灯しても登録できない ●モード切り替えスイッチは登録の位置に正しく 

合わせていますか？ 

●パーシャルリセットの画面になっていませんか？ 

 （→６８ページ参照） 

 

レシートが発行されない 

（印刷されない） 

●紙詰まりを起していませんか？ 

●レシートＯＦＦ設定になっていませんか？ 

●ロール紙の残量は十分ですか？ 

●ロール紙の種類は、感熱紙ですか？ 

 

ジャーナルが巻き取られない 

 

●ジャーナル巻取りホルダーはホルダー受けに確実 

にセットされていますか？ 

●ロールペーパーの初めが、ジャーナル巻取り 

ホルダーにきちんとセットされていますか？ 

 

ドロワー底面部 

拡大図 

矢印の方向に操作します。 
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表示窓にエラーコードが表示されたときは 

ブザー音が鳴り、表示窓にエラーコード(Ｅ01～Ｅ25)の表示が出た場合は、下表を参照してご対応ください。 

※エラーは「Ｃ」キーにて、一旦解除することができます。 

 

エラー表示 エラー原因 確認事項（次の対応をお願いします） 

Ｅ０１ 不正操作（手順間違い） 取扱説明書をご覧になり、正しく操作してください。 

Ｅ０２ 担当者の暗証番号が違う 正しい暗証番号を入力してください。 

Ｅ０３ 単価の入力上限オーバー 
取引中のアイテムの単価の上限（７桁 もしくは、設定した限度額） 

を超えています。 

Ｅ０４ 取引アイテム数オーバー 
取引中のアイテム登録数の上限（100個）を超えています。 

「Ｃ」キーでエラー解除後、いったん締め操作を行ってください。 

Ｅ０５ 売上金額の上限オーバー 
売上金額の合計が、上限（円）を超えています。 

「Ｃ」キーでエラー解除後、いったん締め操作を行ってください。 

Ｅ０６ 預かり金入力が禁止されている。 
支払種別設定の詳細設定にて、預登録、分割登録の設定を、必要に応 

じて“可能”に設定してください。 

Ｅ０７ 売上金額より釣銭額が多い 入力した預かり額が、誤っていないかご確認ください。 

Ｅ０８ 売上金額より預かり額が少ない 
入力した預かり額が、誤っていないかご確認、もしくは、支払種別の 

詳細設定 分割処理の設定を“可能”に変更し、再登録してください。 

Ｅ０９ 預かり金入力強制 
預り金額の入力の設定が“強制”になっています。預り金額を入力して

操作を行ってください。 

Ｅ１０ 割引・割増率が固定されている 
割引・割増設定にて、必要に応じて割引率・割増率の上書きを“可能”

に変更してください。 

Ｅ１１ 値引金額が固定されている 値引設定にて、必要に応じて額の上書きを“可能”に変更してください。 

Ｅ１２ レポート出力データ無し 出力するデータが存在する状態で行ってください。 

Ｅ１３ 印刷紙なし 

ロール紙が切れていないかご確認ください。残っている場合は再度セッ

トし直してください。再セット後「Ｃ」キーを押しても改善されない場

合は、お客様相談窓口にご相談ください。 

Ｅ１４ プリンタ温度異常   レジスター本体の修理が必要です。お客様相談窓口にご相談ください。 

Ｅ１５ プリンタ電源異常   レジスター本体の修理が必要です。お客様相談窓口にご相談ください。 

Ｅ１６ プリンタ異常     レジスター本体の修理が必要です。お客様相談窓口にご相談ください 

Ｅ１７ SD-CARDなし ＳＤカードを挿入を確認し、再度操作を行ってください。 

Ｅ１８ SD-CARD異常 ＳＤカードを使った作業中に、ＳＤカードを抜いた場合に発生します。 

Ｅ１９ 書き込み禁止 ＳＤカードのライトプロテクトスイッチをＯＦＦにしてください。。 

Ｅ２０ SD-CARDフルデータ状態  ＳＤカードのデータを削除するか、新しいＳＤカードをご用意ください。 

Ｅ２１ SD-CARD データ無し 
ＳＤカード内に読み込むデータがあるか確認の後、再度操作を行ってく

ださい。 

Ｅ２２ 支払限度額オーバー 売上金額に誤りが無いか確認してください。 

Ｅ２３ ＰＬＵ削除禁止 
削除したいＰＬＵの未精算売上データが残っています。関連する各種レ

ポートを出力後、削除してください。 

Ｅ２４ 消費税 予約日付エラー 現在の日付以降で、予約日の設定を行ってください。 

Ｅ２５ 店名ロゴデータ無し 
レジスター内に、店名ロゴデータがありません。店名ロゴのデータを保

存した後、再度操作を行ってください。 
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 製品仕様 
  

部門   １６部門 

ＰＬＵ       1，０００ 

ＥＪライン 

（電子ジャーナル） 

約１０，０００ライン 

担当        １５人 

税          税×１（初期設定 内税5％） 

内税、外税、非課税、課税・非課税混合 対応 

支払い      現金、券（商品券）、信（カード）、貸（掛売） 

※名称は変更可能 

管理レポート   精算      日計総まとめレポート（日計売上+部門別）       

点検／精算 日計売上レポート 

点検／精算 部門別売上レポート 

点検／精算 ＰＬＵ別売上レポート 

点検／精算 時間帯別売上レポート 

点検      リンクＰＬＵ-Ｇ別売上レポート 

点検／精算 電子ジャーナルレポート 

点検／精算 日計売上（期間１）レポート 

点検／精算 部門別（期間１）売上レポート 

点検／精算 日計売上（期間２）レポート 

点検／精算 部門別(期間２)売上レポート 

 

表示  本体表示：１０桁 VFD表示 

客用表示：１０桁 VFD表示 

プリンタ ２シートサーマルプリンター方式 

 印字速度： １４行／秒 

桁数   ： 半角３２桁（全角１６桁） 

   記録紙 ： 幅５８±０．５㎜ 外径８０㎜以下の感熱紙 

  
ＳＤカード １スロット（設定データ保存／読出、レポート出力用） 

ＳＤ規格対応 

消耗品 感熱ロール紙：幅５８㎜×外径８０㎜以下の物 
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用 語 集 

本書で使用している用語について、五十音順に記載しております。 

必要に応じて参照してください。 

 

後レシート発行 
レシートOFF機能でご使用の際に、お客様からレシー
トを要求されたときは、後レシートを発行してお渡し
します。 
 

一連番号  
レシートの番号です。レシートを発行するごとに、 
１づつ足されます。 
 

内税方式  
内掛けの消費税計算をして、お客様よりの消費税の 
預額を累計する方式です。 
 

掛 
掛売の売上登録に使います。 
 

期間1（期間２） 
長期間（任意の期間 ）の売上集計を行うことが出来
ます。週間、月間の売上集計に利用できます。 
 

客用表示窓  
お客様に商品の登録金額、合計金額などを示すための 
表示窓です。 
 

券 
商品券など、金券を使った売上に使います。 
 

指定訂正 
商品登録中に、同じ取引内で登録の間違えを訂正する
ことです。 
 

ジャーナル 
営業記録（個別取引明細）の事です。本機では、予め
「レシート」か「ジャーナル」か機能を、お選び頂い
てお使い頂けます。また、レシート機能でお使い時で
も、後程電子ジャーナルレポートを出す事が出来ます。 
 

出金 
直接売上に関係の無いお金をドロワー内から出すこと
です。売上金の回収などにお使い頂けます。 
 

純売上 
商品登録の合計で、値引、割引、割増を行った後の金
額です。外税も含みます。 
 

信 
クレジットカードなどの売上に使います。 
 
 

精算 
業務の終わりに売上金額などをレポートとして発行す
ることです。レジスター内の売上金などは（翌日の営
業の為に）ゼロになります。 
 

設定 
レジスターの機能を選択したり、税率、単価などをレ
ジスターに覚えさせることです。 
 

総売上 
商品登録の合計で、値引、割引、割増を行う前の金額
です。外税も含みません。 
 
単価設定 
商品単価をレジスターに覚えさせておくことです。同
じ単価を多く使われる場合は、設定すると便利です。 
 
担当者 
レジスターを操作している取扱者の事です。レシート
に売上登録を行った担当者の番号あるいは名前を印刷
したり、担当者別の売上額の集計を行えます。 
 

置数 
数字を打つことです。商品の個数や単価、お預かり金
などの数値を入力することです。 
 

訂正 
レジスターに入力した事柄（数字、機能指定など）が
間違ってい場合、それを取消す事です。取消が出来る
事と出来ない事があります。 
 

全登録訂正 
入力ミスなどで、売上登録最中の操作を、最初からや
り直したいときに、全登録訂正をします。 
 

点検 
業務の途中で、売上金額などを画面で確認、レポート
として発行することが出来ます。売上データはそのま
ま残ります。 
 

店名ロゴ 
別売のオプションです。レシートの上部、領収書の決
められた位置に、お店のロゴデータを印刷することが
出来ます。 
 

登録 
レジスターに、お買上げの商品の単価や数量、お預か
り品などを入力して、レシートを発行するまでの、一
連の操作の事です。 
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日計売上 
売上金額などのレポートの一種です。その日の売上の
集計を、商品分類や取引形態などに分けて発行します。 
 

入金 
商品の売上に直接関係の無いお金をドロワー内に入れ
る事です。釣銭の準備などにお使いください。 
 

値引き 
赤札（値引きシール）などがあった場合に使用します。
「～円引」の金額が合計金額から引かれます。 
 

ハッシュ 
委託販売品等、直接売上に関係の無い商品の登録に 
使います。 
 

PLU（ピーエルユー） 
Price Look UP（単価呼び出し）のことです。商品番号
に予め 商品名称、商品単価を登録して置く事により、
商品番号を入力するだけで商品登録を行えます。 
 

非課税方式 
商品の消費税を計算しない方式です。消費税をお客様
より頂かない場合にお使いください。 
 

部門 
お店の商品分類です。本機では、１６個の分類が出来
ます。 
 

プラテンアーム 
プリンタ部分にある、印刷用紙を挟み込むローラーと
それを支えている腕のことです。用紙交換のさいには、
カチッと閉じられているかどうかご確認下さい。 
 

分割支払 
取引の支払いを現金やカード１種類ではなく、一部を
現金、一部を商品券など、複数の支払方法を組み合わ
せて支払う形式のことです。 
 

返品 
お客様がお買い上げ後に、返品があった際に返品処理
をして下さい。 
 

丸め 
合計金額の端数（５円未満／１０円未満）が出ないよ
うに、それを値引くことが出来ます。値引いた金額は、
お店側の負担となります。 

 

万券 
一万円札の預時に使用すると、売上レポート上に一万
円札の金額が表示されます。 
 

メモ印字 
お客様番号など、売上に関係の無い数字を「おぼえ」
として印刷することが出来ます。 
 

両替 
両替のときの他、取引以外にドロワーを開きたいとき
に使用します。 
 

領収書 
レシートとは別書式の領収書が発行出来ます。 
 

レシート 
お客様にお渡しする、領収書の代わりの紙券です。 
 

レシート ON/OFF 
レシート機能で使用時に、レシートの発行を止めるこ
とが出来ます。 
 

レポート 
お店の売上金額やアイテム数等を集計して出力する帳
票です。精算と点検の区別があります。 
 

割引き 
全商品 一律１５％割引などのときに使用します。商
品一つだけに対しても使用できます。 
 

割増し 
全商品 一律１０％割増などのときに使います。商品
１つだけに対しても使用できます。 
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索引 

【あ・ア】 

■預り金・・・・・・・・・・・（現金売り／預り金） 

■後レシート ・・・・・・・・・・・・・・・３８ 

■一連番号 ・・・・１９、２３、５５、５７、６２ 

■内税 ・・・・・・・・・２０、４５、４８、５８ 

■エラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・９１ 

■お客様相談センター ・・・・・・・・・・・９７ 

■オペレーター鍵・・・・・・・・・・・・９、１４ 

■オーナー鍵 ・・・・・・・・・・９、１０、１４ 

 

【か・カ】 

■各部の名称 ・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

■貸売り・・・・・・・・・１５、３９、５１、５２ 

■課税方式・・・・・・・・・・・２０、４５、４８ 

■紙押え・・・・・・・・・・ （プラテンアーム） 

■感熱ロール紙・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

■キーボード ・・・・・・・・・１３、１５、１６ 

■期間（１）（２）・・・・・・・・・・・・・・４０ 

■客先表示窓 ・・・・・・・・・・・・１３、１７ 

■強制解除・・・・・・・・・・・１６、２７、４１ 

■金額キー・・・・・・・・・・・・・・１５、３２ 

■クリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・「Ｃ」 

■券・・・・・・・・・・・１４、３９、５１、５２ 

■現預 ・・・・・・・・・１５、３９、５１、５２ 

■コイントレイ ・・・・・・・・・・・・・・１３ 

 

【さ・サ】 

■在高 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１ 

■札押さえ・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

■サーマル用紙・・・・・・・・・ （感熱ロール紙） 

■時間帯別売上レポート・・・・・・・・４０、４２ 

■時刻・・・・・・・・・・・・・２０、３３、５０ 

■時刻表記設定・・・・・・・・・・・・２０、５０ 

■支払種別設定 ・・・・・・・・・・・５１、５２ 

■ジャーナル送りキー ・・・・・・・・１３、７０ 

■ジャーナル機能 ・・・・・・・５１、７０、７１ 

■ジャーナル巻取りホルダー ・・・・・・・・・９ 

■収入印紙・・・・・・・・・・・・・・２３、５７ 

■出金キー ・・・・・・・・・・・・・１５、３３ 

■純売上 ・・・・・・・・・・・・・・４１、４２ 

■小計キー ・・・・・・・・・・・・・・１６ 他 

■乗数登録 ・・・・・・・・・・１５、２２、６２ 

■消費税の設定 ・・・・・・・・・・・２０、５８ 

■消耗品・・・・・・・・・・・・・・・・・・９２ 

■信 ・・・・・・・・・・１５、３９、５１、５２ 

■シングル・・・・・・・・・・・・・・４６、４９ 

■税金の混在 ・・・・・・・・・２０、４５、４８ 

■精算モード ・・・・・・・・・１４、３０、４０ 

■製品仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・９２ 

■設定内容確認 ・・・・・・・・・・・６３～６６ 

■外税 ・・・・・・・・・・・・・・・２０、５８ 

■全取引訂正・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

 

【た・タ】 

■単価設定・・・・・・・・・・・・・・４５、４８ 

■担当者 ・・・・・・・・１４、１７、２０、４９ 

■担当キー ・・・・・・・・・・・・・１５、３３ 

■訂正 ・・・・・・・・・・・・１５、２５～２７ 

■点検モード ・・・・・・・・・・・・１４、４０ 

■点検レポート ・・・・・・・・・・・・・・４０ 

■電子ジャーナル ・・・・・・・・・・４０、４３ 

■店名ロゴ ・・・・１２、１９、５５、６７、６８ 

■登録モード ・・・・・・・・・・・１３、２０他 

■ドロアー ・・・・・・・・９、１１、４９、６７ 

■ドロアー鍵・・・・・・・・・・・・・・９、１３ 

■ドロアー錠・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

 

【な・ナ】  

■日計売上 ・・・・・・・３０、４０、５６、５７ 

■入金キー・・・・・・・・・・・・・・１５、３３ 

■値引・・・・・・・・・・・・・・・・３４、３５ 

■値引設定・・・・・・・・・・・・・・・・・５４ 

 

【は・ハ】 

■パーシャルリセット・・・・・・・・・・・・６８ 

■非課税 ・・・・・・・・・・・２０、４５、４８ 

■日付・時刻設定 ・・・・・・・・・・２０、５０ 

■日付・時刻表示 ・・・・・・・・・・・・・３３ 

■表示窓・・・・・・・・・・・・・・・１３、１７ 

■フッタメッセージ ・・・・・・１９、５０、５５ 

■部門キー ・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

■部門設定 ・・・・・・・・・・・・・４４～４６ 

■部門別売上レポート・・・３０、４０、５６、５７ 

■分割処理 ・・・・・・・・・・・・・３９、５２ 

■ヘッダメッセージ・・・・・・・１９、５０、５５ 

■返品・・・・・・・・・・・・・１５、２８、２９ 
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■保証およびアフターサービス・・・・・・・・９７ 

 

【ま・マ】 

■巻き取りホルダー ・・（ジャーナル巻取りホルダー） 

■マネージャー鍵・・・・・・・・・・・・９、１４ 

■丸め ・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２ 

■万券キー ・・・・・・・・・・・・・１５、３７ 

■メモ印字・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 

■モード鍵・・・・・・・・・・・・・・・９、１４ 

■モード切替スイッチ・・・・・・・１３、１４、他 

■戻しモード・・・・・・・・・・・・・１４、２８ 

■文字入力方法 ・・・・・・・・・・・６１～ 

  

【ら・ラ】 

■両替 ・・・・・・・・・・・・１５、２１、６２ 

■領収書・・・・・・・・・・・・１６、２３、２４ 

■領収書設定・・・・・・・・・・・・・・・・５７ 

■リンク部門・・・・・・・・・・・・・・・・４７ 

■レシート・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

■レシート印字設定・・・・・・・・・・５３、５４ 

■レシート送りキー ・・・・・・・・・１３、７０ 

■レシート交換 ・・・・・・・・・・・・・・１１ 

■レシート on/off ・・・・・・・・・・・・６１ 

■レシート発行キー ・・・・・・・・・１５、３７ 

■レジスタ番号・・・・・・・・・１９、５５、５９ 

■レポート・・・・・・・・・・・４０、５６～６１ 

■ロール紙 ・・・・・・・・・ （感熱ロール紙） 

【わ・ワ】 

■割引・・・・・・・・・・・・・・・・３４、３６ 

■割引設定・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 

■割増・・・・・・・・・・・・・・・・３５、３６ 

■割増設定・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 

  

【アルファベット】 

■ＰＬＵ・・・・・・・・・・・・・・・１５、３２ 

■ＰＬＵ設定 ・・・・・・・・・・・・４７～４９ 

■ＰＬＵ別売上レポート ・・・・・・・・・・４０ 

■ＳＤカード初期化 ・・・・・・・・・・・・６７ 

■ＳＤカードへの保存 ・・・・・・・・５７、６７ 

■ＳＤカードから読込・・・・・・・・・・・・６８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

保証およびアフターサービス 
 

保証書はよくお読みください 

保証期間は、お買い上げ日から１年間となります。 

保証書（別に添付）は、必ず【お買い上げ日・販売店】等の記入をお確かめの上、販売店から 

お受け取りください。内容をよくお読みの上、大切に保管してください。 

販売日及び販売店の記載なき保証書は無効となりますのでご注意ください。 

 

修理を依頼される時は 

■保証期間中は・・・ 

保証書の規定通り、お買い上げの販売店、またはサービスセンターが修理させて頂きます。 

保証書をご用意の上、お客様相談センターへお問い合わせ下さい。 

 ■保証期間を過ぎている、販売店の記載が無い時は・・・ 

お買い上げの販売店、またはお客様相談センターにお問合せ下さい。 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により有償で修理いたします。 

 

※ご使用中に異常が生じた場合は、使用をやめて、お買上けの販売店、もしくはお客様相談センターに 

ご相談下さい。  

なお、ご相談されるときは製品の機種名、お買上げの時期を忘れずにお伝え下さい。 

 

ご購入メモ 

お買い上げ日           年    月    日 

販 売 店 名  

連 絡 先 (        )           - 

          お買い上げ日、販売店名、連絡先を記入しておくと便利です。 

 

お客様相談センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■製品の機能、操作などに関するご質問に、お電話でお答え致します。 

■修理の受付、お電話による問診を致します。また必要に応じて修理の受付を致します。 

     お客様相談センター  

    ０５９６-３７-５２５２ 
〒519-0501 

三重県伊勢市小俣町明野306-1 

受付時間：月曜日～金曜日 

          ＡＭ９:００～１２：００  ＰＭ１：００～５：００ 

         （土曜・日曜・祝日・年末年始・ゴールデンウィーク・お盆などを除く） 
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